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要旨：（1）日本語の搬示代名詞には，主としてものをさすコレ，ソレ，アレ，ひとや
ものをさすコイツ，ソイツ，アイツ，主として場所をさすココ，ソコ，アソコ，主とし
て方向をさすコチラ，ソチラ，アチラなどがあって，それらの語頭音節コー，ソー，アー
に注目してまとめると，システムをなしている。そのシステムはさらに手旨示的な形容
詞（いわゆる三体詞），副詞にもひろがっていて，これらの振示語の全体系はコソアド
とよばれている。
　　（2）このシステムは，従来，w系，ソ系，ア系が話し手と聞き手によってつくら
れる場のなかで，どのような緊張関係をもち，どのようにさしわけられるか，という
薔から研究されてきた。しかし，コレ，ソレ，アレがなにをさし，ココ，ソコ，アソ
コがなにをさすかといった語尾形式の共通性とさす．南．．のの闘係に注目した研究はなか
った。
　　（3）本研究は，一レ系，一イツ系，一コ系，一チラ系が，どのような存在論的なカテ
ゴリーをさすのにっかわれている．かについて，お輯こセ．ナワォを材料にしてこまかく
しらべたものである。
　　（4）調査の結果，カテゴリーの基本的な分担がかなりあきらかになり，また，さ
し方やコ・ソ・アのちがいなどの条件で変化が生じることもわかった。この研究は，
名詞のカテゴリカルな分類にも寄与することになるだろう。
キーワ」ド：コソァド，代名詞，詣示語，ダイクティック，場
Abstract：　Demonstrative　pronouns　in　japanese　include　the　following　four
groups：　G）　kore，　sore　and　are．　（mainly　for，　things）；　（ii）　koitsu，　soits2f　and
aitstt　（for　humans　or　things）　；　’ii i）　feoko，　so2eb　and　asoleo　（mainly　for　places）　；
and　（iv）　feochira，　sochira　and　achira　（mainly　for　directions）．　These　groups
can　be　cross－ciassified　into　the　following　2　sets　of　series：　（i）　leo一，　so一　and　a－
series，　based　on　the　word－initial　syllables，　and　（ii）　一re，　一itszt，　一feo　and　一chira
series，　based　on　the　word－final　segments．
　　In　eontrast　to　previous　studies　which　only　looked　at　the　differences　among
the　ser1es　of　the　first　set，　the　present　work　examines　the　differences　among
the　series　of　the　second　set　in　movie　scripts．　We　elucidated　the　primary
referents　for　each　series　and　also　the　conditions　that　affect　them．　This
research　also　contributes　towards　a　categorical　classification　of　nouns．
Key　words：　KOSADO，　pronoun，　demonstrative，　deictic，　reference
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0　はじめに
8．1問題
　ふつうの名詞が対象の特徴にもとづいてその特徴を名づけた単語であるの
に対して，コソアド代名詞は対象の特徴によって区別はされるが，その特徴
によってさししめすのではなく，話し手との関係によって，あるいは話し手
と聞き手によってつくられた場のなかのどこに位置するかによってさししめ
す単語である。たとえば，鉛筆，けしゴム，ナイフをふつうの名詞でさすと
きは，それぞれを「鉛筆」「けしゴム」「ナイフ」としかいえないのに対し，
これらをコソアド代名詞でさすときには，おなじ鉛筆（あるいは，けしゴム？．
ナイフ）が，「コレ」になったり，「ソレ」になったり，「アレ」になったり
する。
　コソアド代名詞も対象の内的な特徴にまったく無関心なわけではない。
「コレ」がものをあらわし，「ココ」が場所をあらわし，「コッチ」が方向を
あらわすというのは対象の内的な特徴のちがいによるのである。ただ，その
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注〉特徴のとらえかたが，ふつうの名詞のように個別的なのではなくて，その対
象が存在論的にどのカテゴリーに属するかによって名づけられるのである。
だから，第1表のなかのコソアド代名詞は，「コー」「ソー」「アー」などの部分
が話し手との関係，あるいは話し手と聞き手によってつくられる場のなかの
位置によるさしかたにかかわり，にレ」「一イツ」「一コ」「一チラ」の部分が存
在論的なカテゴリーによる名づけにかかわっているといってもよいだろう。
　それでは，ふつうの名詞でさしうるものはすべてコソアド代名詞でさせる
だろうか。この問題は直接的な（ダイクティック）用法と文脈的な用法でこ
となる。文脈的な用法のばあい，コソアド代名詞はすでにふつうの名詞でい
われた対象をさすのであるから，どんなものでもさししめすことができるし。
さらに，句や節や段落から文章におよぶすべてのものをさししめすことがで
注）ふつうの名詞も固有名詞にくらべれば，特徴のとらえかたが一般的である。
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きるので，さしうる範囲はひじょうにひろい。それに対して，直：接的な用法
のばあいは，さししめしうるものがかなり制限される。たとえ．ば，遠くにみ、
える木の枝にとまっている小鳥の名をたずねるときには，「あのとり」また、
は「あの木にとまっているとり」といって，「あれはな：んですか。」といきな
りいうことはないだろう。これはもののカテゴリーの問題ではなくて，指示
というはたらきの限界にかかわる適用の問題だろう。つまり，知覚的に弁別
できることが必要なのであろう。また，床の間にいけられた花のにおいを
「これはいいですね。」といったとしても，花あるいは花のいけ方への評価
ととられるだろう。においや音などをさししめせないわけではないが，そこ
には一定の話しの場での状況が必要となる。
　このような，さしうる対象の範囲をみていくと，いろんな現象にぶつかる。．
たとえば，「こちらはわたしの友人の○○さんです。」の「こちら」は三人称
であるが，「こちらは毎躍いそがしい。」の「こちら」は一人称である。とこ
ろが「こいつ」というのは三人称しかない。また，遠くのひとだかりを措さ
して，　「なんだろう，あれは？」というときの「あれ」は，ふつうの名詞の
一単語ではいえないようなことをさすだろう。こうしたことをめぐって，コ
ソアド代名詞はどんなものをさしうるかという問題を設定することができる。．
この稿はそうした問題にこたえることを目的とする。
　この問題ととりくむぼあい，どんなものをさしえないかということも問題
にできるが，今鳳はシナリオの会話文のなかにつかわれた直接的な用法のさ
している対象を分析したので，「さしうるかjのほうだけを問題にした。「さ
しえないか」のほうは，コソアド連体詞をあつかったのち，コソアド連偉詞．
にかざられた名詞（たとえば，「あのとり」「このにおい」など）をコソアド
代名詞にかえられるかをかんがえるなどの方法でしらべることができるだろ・
う。
　コソアド連体詞のはたらきも，けっして一様ではない。たとえば，　「こん
なけしゴムがほしい。」というときには，「こんな　けしゴム」という二単譜
が一定の属性をもったけしゴムをあらわしているが，「いま，こんな子がぎ
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1たよ。」といって，手のひらを水平にして下にむけ一定の高さを保つときは，
「こんな」だけで一定の属性をさししめしている。また，コソアド代名詞で
あらわされるものは直接にさされた特定のものをあらわすが，コソアド連体
詞と名詞とのくみあわせでは特定のものばかりではなく，名詞であらわされ
るものが同類の代表をしめしているようなばあいもある。
　これまでのコソアド研究はコ系とソ系のちがい，ソ系とア系のちがいだけ
一を問題にしていたことが多かったが，今回はコソアド代名詞がどんなものを
さすことができるか，という観点からしらべたものである。
　コソアドの晶詞は以下の表のように代名詞，いわゆる連体詞，副詞にわた
っている。
　　　　　　　　　　　　　表1　コソアドの品詞
コ系
ソ系
マ系
??
コソアド
代名詞
コレ
コイツ
ココ
コチラ
??????
アレ
アイツ、
アソコ
アチラ
ドレ
ドイツ
ドコ
ドチう
いわゆる
連体詞
コノ
コンナ
コウイウ
コウイッタ
????? ッ?? ?
アノ
アンナ
アアイウ
アアイッタ
????? ッ?? ??
副詞
コウ
ソウ
アア
ドウ
＊この表以外の疑問称
　「なに」「だれ」
　「いつ」「いくら」
　「いくつ」などをふ
くめて，疑問詞とよ
ぶことができるが，
今回の分析の対象か
らはずす。
fO．2方法
　シナリオからの用例カードをつかい，会話文のなかにつかわれた直接的な
用法のばあいにかぎって考察する。直接的な用法のばあいはコソアド代名調
をつかうとき，指さしなどによる身ぶり（随伴する非西語行動）のありなし
鱒も注目する必要がある。特に，話し手と聞き手がおなじ場所にいるときに
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は，詣さし，目によ「る合図などの勇ぶりをともなうことが多い。完全ではな・
いがシナリオのト書きにかかれているばあいがあるのでそれも参考にした。
　この研究は，これ自身としても意味があるが，さらに他の言語との対照研
究においても基本資料となりうるとおもわれる。この論文をそういうふうに
っかうばあいには，できるだけこまかい記述をしておく方がいいとおもい，
多少冗漫にみえるが，用例をたくさんあげておいた。
G。3コソアド代名調のさししめす対象のカテゴリーの分類
　さすもののカテゴリカルな性質もコソアドの体系にかかわってくる。カテ
ゴリーとしては，つぎのようなものをたてた。簡単に規定しておく。
もの…具体的なもののうち，いきものをのぞく具体的なものをいう。
いれもの…県体的なもののうち，ものをいれるはたらきをもった道具で，
　　　もの性と場所牲をもったものをいう。
のりもの…人やものをはこぶための道具で，これももの性と場所性をもつ・
　　　ている。
もの，ものごとの量，程度…「これで」「これだけ」のようにもの自身で’
　　　はなくそのものの量や程度をいう。
ひと…具体的なもののうち，ひと，いきものをいう。
集団…なん人かの人たちからなりたっている団体，集合体をいう。
場所…ある，ものやことが存在したり，おこなわれたりするところをいうe：
　　　せまい地点もひろい地域も含む。
箇所…ものの部分を場所のようにとらえるばあい，箇所という。たとえぽ，，
　　　「（カメラを差し出して）ここ押すだけでいいですから」のようなも
　　　のを箇所という。
方向…面したり，進んだり，さししめしたりするむき。
側（がわ）…対になっているものの一方，長さのあるものの片一方の端，
　　　また一つのものに対になった側面があるものの一方の側面，境界線
　　　の一方の領域，方向など。
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場面…話し手，聞き手で構成される詣しの場面をいう。
．時間…三二から未来への時間的な流れをいう。
現象・事件…自然や社会の現象や事件をいう。この稿のなかでは「ものご
　　　と」とのべたところもある。
反映物・サイン…新聞の記事，文字，写真にうつったものなどの記号，反
　　　二物，指であらわすサインなど。
　コソアド代名詞でさししめされる多くのものは，一言でいうならぽ，具体
酌なものである。多くのばあい，話し手と聞き手は互いに相手の姿をみるこ
とができる位置にいて，指さしなどの身ぶりをともないながら，コソアド代
名言司1をつカ、う。
1　コレ・ソレ・アレがさすもの
　コレ・ソレ・アレはもの，ひと，ものごと，場所をさす。このうち，もの
をさす用例が一・番多い。話し手と聞き手は互いに姿がみえる位置にいる。
「1．1ものをさすばあい
　コレ・ソレ・アレは物理的に存在する具体的なものをさす。このものは手
でふれたり，手で持つことができる。また，ものによっては身につけること
ができる。栢対的に大きいのりものや建造物，自然の川，石など地物も，コ
レ・ソレ・アレであらわすことができる。
　コレ・ソレ・アレがものをさすぼあい，ふつうは指さしなどの身ぶりによ
る表示がある。
　話し手と聞き手で構成される話しの場はほとんどが話し手と聞き手が近く
にいるばあいである。
　コレ・ソレ・アレのでかたは，指示者やものの所持者（話している時点に
ものをもっているひと）がきめてになることが多いが，所有者（話している
時点にはかかわりなく，ものを所有しているひと）がきめてになることもあ
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る。
○話し手や聞き手がもっているもの［コレ，ソレ］
　　話し手がもっているものをコレ，聞き手が手にもっているものをソレで
　さししめす。手にもてるものであれば，どんなものでもコレ，ソレでいう
　ことができる。聞き手のもっているものをさすぼあいは，指さしなどの身
　ぶりをともなうことがあるが，話し手のもっているものをさすばあいは，
　手でもっているものをさしだしたり，もちあげたりすればよい。
レー1　　（上着のポケットから，絵葉書を二通取出す）これが琴平，これが撰勢から
　　　ですQ薮砂の器］
レー2　そうか，腹へってるのか，じゃこれを食うかい。（と菓子を出す）［女生きて
　　　ます］
レー3　　「これで掬えていらっしゃい」「ありがとう」志乃からハンカチを受け取っ
　　　て眼を抑える。〔忍ぶノll］
レー4　　「忙しそうだね，資料探iし？」「あら，今Eiは」「これ，いっか震が欲しいと
　　　いっていたスペイン製の手袋」包みを女子職員のポケットへすべり込ませるQ
　　　［華麗なる～族］
レー・5　　「おれ，字がかけないんだ」「習えばいいじゃありませんか，そうだ，これを
　　　使ってください」と一冊の辞書を手渡す。～「…私をふくめて，そんな沢山の
　　　人たちの恨みをはらしてくださいよ」「だっておれには，そんな学はないもの」
　　　「（辞書をさして）それをつかって，本を読んで勉強するんです。…」〔狭山の黒
　　　い醐
レー6　美馬，害類カバンから一通の書類を出し，大介に渡す。～「お舅さん，お読
　　　みいただいたら，これは消滅していただかないと…」［華麗なる一族］
レー7　　「みんな還慮なく。おれはこっちだよこっち…幾江，コップにしてくれ」コ
　　　ップを受け取ると，自分でゴボゴボ酒を淺ぎ，その黄金色の液体を，にんまり
　　　糸のように眼を細めて電灯にすかして見る。「（一口飲み）うまい！…まったく
　　　これがあるから生きておれるようなもんだな」［入間革命］
レー8　少年達，いそいそとランドセルを開けて中から給食の袋をとり出す。「何だ
　　　それ」「給食だよ」「バターまずくってくえねえんだ」［男はつらいよ］
接尾辞「ラ」をつけて複数のものをあらわしている用例もある。
レー9　今西，乎紙と葉書の束を取り出す。「これらに依りますと，三木と干代吉の
一9
　　　文通は約二十照年間…手当を退職し，岡由県の江冤に帰った現在まで続いてお
　　　ります。～」［砂の器］
レー10　綿貫，盟約書を小島に渡す。「これに署名，捺印してくれ」「はい」…小島，
　　　思いつめた顔を上げる。「専務お願いです，もう一度お考え直し下さい。これら
　　　の書類を阪神銀行に渡すことは，大同銀行を丸ごと敵に亮り渡すようなもので
　　　す。」［華麗なる一族］
○話し乎や聞き手がふれているもの［コレ3
　　話し手がふれているものをコレでさししめす。手でもてるものもあるが，
　比較的大きなものを手でふれながらコレでいうことができる。また，ある
　ものの部勢に手でふれてさししめすこともある。聞き手がふれているもの
　の用・例はなかった。
レー11　観瀦窓はこれ，後尾にもあります。これは水中テレビ，パノラミックで視界
　　　は百四十度…［H本沈没］
レー12　それからここにボタンがある。用事があったら，これを押すんだぞ。［人間
　　　革命］
レー13　これが便所（腰掛けのふたをあけると水洗便所，机のふたをあけて）この下
　　　が洗面所だ。［人間革命］
レー14　弾七，いま一つの莚包みを開き始める。　「お碗さま，これは，薬草でござい
　　　ましatうか？」［娩とL・う女］
レー15　「どうしたの，これ？」ユキの手は徹男のチョン切れた小指に触れているの
　　　だ。［津軽じょんがら節］
○話し手や聞き手が身につけているもの［コレ，ソレ］
　　塾し手が身につけている衣服，アクセサリーなどをコレ，聞き手が身に
　つけている衣蝦などをソレでさししめす。
レー16　「～，何よその騒，お葬式よ」　「あ，これか，いや俺も気になったんだけど
　　　何しろ旅先だろ，だから月陵位は勘弁して貰ってよ，気持の問題だからな」［男
　　　はつらいよ］
レー17　寧子が，定紋入りの油単を掛けた衣裳ダンスの並ぶ暗い部屋で，衣裳をいっ
　　　ぱいひろげて，嬉しそうに肩にあてたりしている。二子が来る。　「お母さま，
　　　相子さんを知らない？1　「あら，二子さん。これ，どう？…銀平さんの結婚式
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　　　にとおもって，京都のえり善に精別注文して仕立てていただいたのですけど…
　　　少しお派手かしら？」［華麗なる一欄
レー18　虚心にたすきをとれといわれて，浜元フミヨさんが抗議している。「あの…
　　　支援の人に分かるように，これ（たすき）をわたしゃ掛けとります。」［水俣］
レー19　空気女，タオルを借してやる。その時，少年，画面女の腕にある腕時計に気
　　　がっく。「あ，時計だ，それ，オ’モチャ？」「これ？本物だよ」［田園に死す］
レー20　「…おばさん，それ，とってもきれい」少女の美しい9が竜子の胸のベンダ
　　　ントを見つめる。［女生きてます］
○話し手や聞き手の近く，またははなれたところにあるもの［コレ，ソレ，
　アレ〕
　　話し手の近くにあるものをコレ，聞き手の近くにあるものをソレ，話し
　手からも聞き手からも遠いところにあるものをアレでさししめす。
レー21　ややあって，課長入って来る。刑菓Aの合図を受け，一つずつ旧いをかいで．
　　　「これだろう（と回す）」［狭山の黒い雨］
レー22　陳情書をめくっている印池市長。「（マイクに）これ何ですか？今臼の集会の
　　　録音？こまります，こらえて下さい」［水側
レー23　今西，息を殺して桑原の広げた地図を児る。「これがその音韻図ですQホラ．
　　　島根県のこの出雲の…」［砂の器］
レー24　テーブルには，納品書と，手荷物切符と，小荷物切符がおいてある。「遺体
　　　の財布の中に，こういう納晶書がはいっていたんです，これをそのとき調べて
　　　もらえば，身元不明者として，扱われなくてもすんだのです，それがみえなか
　　　つたんですか」「（首をひねって）こういうものがあったかな」［わが道］
レー25　妻すずが，お茶の用意をして，現れる。血染めの衣を見て顔をややしかめる。
　　　「またそれですか。もういいかげんにしたらどうなんです。」［戒厳制
レー26　「冗談ですよ，せいぜい飲んでいって下さいな（ボFルに気付き）あら，それ
　　　亀井さんの…」ドアが開き，亀井さんが入って来る。［八月の濡れた砂］
レー27　兵隊と人足が鐘を牛車に積む。人垣の箭列の数入が，手をのばして方丈さん
　　　がしたように鐘をなでる。「あれもやっぱり大砲や弾丸になるんかや」～黙っ
　　　て，いとおしむような，抗議するような眼で見ている人々。［時計は生きてい
　　　た〕
レー28　「あっ，あれなんだ」ひらひら舞い降りて来る無数の紙片。［時計は生きて
　　　いた］
レー29　晒美が一一雄の手を引っ張って近づく。ウィンドウの中の背広。「わあ，ステキ。
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あれ一雄さんにピッタリね」［狭出の黒い雨］
○話し手や聞き手の近く，または遠くにある自然物［コレ，アレ3
　　話し手と聞き手が同じ場所にいて，その近くたある道や，川などの自然
　物をコレ，はなれた場所にある自然物をアレでさししめす。ソレでさしし
　めす用例はなかった。
レー30　多美，堤の道から，下の瞬圃の石をつんだ畔道へと降りはじめる。「多美ち
　　　ゃん。これ，近道？」［忍ぶ州］
レー31　岸辺　娩，寛，将　その前に呆然とたたずんでいる。娩，眩く。「これが…こ
　　　れth：Jllというものだったのですね」［碗という女］
レー32　障子が開け放され，向こうに月明の芦の潮が見える。～「よく見て下され，
　　　この日本の山や湖を…亜が本当に沈むんですか，田所さん，～」［日本沈没〕
レー33　芦の湖を見渡す広大な庭に逸品の石が二つ並んでいる。～「これはどうも…
　　　横の秩父石も結構ですね」「いや，あれは大きいだけが取柄だよ」［華麗なる一
　　　族］
○話し手や聞き手の近く，または遠くにある建造物など［コレ，アレ］
　　話し手と聞き手が同じ場所にいて，その近くにある建造物をコレ，はな
　れた場所にある建造物をアレでさししめす。レー37の用例は，同じ対象を
　さすのに，場所としてとらえたココと，建造物としてとらえたコレがつか
　おれている例である。
レー34　洲崎橋の上　運河には幅広い石の橋がかかっている。「これが，洲崎橋」志
　　　乃は，焔になめられたあとが，黒い縞になって残っている石の欄干をなつかし
　　　そうに手のひらで，ぴたびた叩く。［忍ぶノfl］
レー35　ベニヤがはがれて，隣の中年女がのぞいて怒鳴る。　「何するんだい，人の家
　　　ぶっこわして」「これが家かよ，豚小屋じゃねえかッ」［女生きてます3
レ～36　若い警官が運転し，今西が揺られながら窓外を見ている。「あれが亀嵩の駅
　　　です」今西，頷き，照國の中にポツンとしたその建物の駅舎を見る。［砂の器〕
レー37　「腹がへったなア。ここへ入って何か食うか」　少女，『寿荘』の怪しげな
　　　様子を見て，「これ，旅館ね」［遊び］
ソレが建物などをあらわす用例はなかったが，話し手と聞き手が近くにい
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るばあい，そこからすこしはなれたところにある建物などをソレであらわす
ことは可能だろう。
　話し手と聞き手がはなれているばあい，聞き手のいる建物などをソレでい
いあらわすことはできるとおもうが，実際には，そういう広い空間での会話
というのはまれで，しいて，コソアドでいうならソッチ，またはソコという
ふうに場所をしめすようになるかもしれない。話し手は聞き手をも含めた一
つの空間をコレでいいあらわすのだろう。
0話し手や聞き手の近く，または遠くにあるのりもの［コレ，ソレ，アレ〕
　　話し手の近くにあるのりものをコレ，聞き手の近く，または聞き手のも
　ちものであるのりものをソレ，両者からはなれたところにあるのりものを
　アレでさししめす。空間をもつということからのりものをものと区捌した
　が，さししめし方はもののばあいと同じである。
レー38　まあ，平田クン，そう言わずtlc・一一度乗ってみろよ，これはN本では，第一号
　　　のガス気球なんだ。そうめつたに乗れるシロモノじゃないそ。〔宵待草］
レー39　カントク，玄二達の車に気づいて眼を光らせ，「君，それ君達の車か？」「え
　　　？ええ，まあ」£宵待草］
レー40　「おい，侮だありゃ？！」　江川が詣さす窓外を気球がフワフワ降りてゆく。
　　　［宵待草］
レー41　「九州まで，オートバイ？」「うん」「あんなちつちゃいので大丈夫？」「あれ
　　　が，俺には似合いさ」［やさしい康本人］
○話し手や聞き手がさししめすものの反映物［コレ，ソレ］
　　ものに似たものに，ものの反映物がある。絵，写真，新聞の記事などの
　ような何らかのものを反映しているぼあい，物理的存在としてはものをさ
、すが，反映されたものは必ずしもものとはかぎらないので，ものとものの
　反映物とは区紛する。たとえば，「コレはおかあさんの写真です」という
　ばあいの「コレ」は物理的存在としてのもの（一枚の写真）をあらわすが，
　おなじものをみて，　「コレはおかあさんです」というばあいの「コレ」は
　写真に反映されたものとしてひとをあらわしている。「場所」が反映され
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ているばあい，たとえば，住所がかかれた紙切れをみせて，「東京での住
所はココですから」というばあい，さしかたはものをさすぼあいとおなじ
であるが，反映されているものが「場所」であるためにコレではなく，コ
コがつかわれることになる。また，コレでひとをさすぼあいは，敬語をっ・
かう必要がある場面では子供とか身肉の者しかささないが，写真に写され
たひとは，どんなひとでもコレでさししめすことができる。また，レー46・
のように，文字と文宇でかかれた内容のくいちがいが問題になるような用
例もある。
　コレ・ソレ・アレであらわされるものの反映物は原則的にはコソアドの．
あらわれかたはものとおなじである。
レー42　そして戒厳令は被慮趣味だとすれば，これが在郷軍人のイメージだ。　（写真
　　　を放りだす）［戒厳令］
レー43　写真立ての写真はコックの服を着てキャッチボールをしている父親…昔のだ
　　　からまだ若い。その写真立てを，食堂ふうにソースやコシ・ウの容れ物を置い
　　　たテーブルの中央に置く。～「あア，このときのピッチャー俺なんだ」　「これ
　　　がいちばん好きなの」〔妹］
レー44　吉村，そそくさとポケットから写真を取出し，小母：さん，モ，若しかしたら
　　　この人では？」「（写真を見て眼をむく）あ，これ石井さんです」［砂の器］
レー45　「本当はここの，教科書の出たところの近くの川ではないのか，俺は何でも
　　　わかるのだよ」と地図をみせる。一雄のぞきこんで，　「ああ，これは川じゃな．
　　　いですよ，木の根が畑に入らないように掘ってある溝ですよ」Fそれじゃ，そ
　　　の溝かも知れんな。石川露ここの溝を書いてみてくれないか。おそらくここに
　　　あると思うな」£狭山の黒い雨］
レー46　戸腰，チョークを取り上げ，黒板に大きく「：犬Jの字を書く。生徒たち，妙
　　　な顔をする。「（取り澄まし）さ，犬だ，ほしい者は持ってゆけ！」「先生，それ
　　　は字じゃないですか？」生徒たち，口々に，それは字だよ，犬じゃない，持つ
　　　てゆけないよ，などと不平げに罪を鳴らす。「ハハ目測ハ，そうだよな，これ
　　　は本当の犬じゃない，だから持ってはゆけない。つまり犬というものを表す字
　　　にすぎない…いいね！［入間革命］
○話し手のあらわす記号Eコレ3
　　何の脈絡もなしに，にぎりこぶしをだせば，それは単なる「手」’「こぶ
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し」であるが，ジャンケン遊びの中では「石」をあらわす。また，親指と
．人差し指でつくった輪は日本では「お金」をあらわす。というように身ぶ
りがある一定の場面においては物理的存在とはちがったものをあらわすこ
とがある。ものにかぎらず，抽象的なことがらまでもあらわすことができ
るのである。
Y－47　蟹彦，言われて懐に手をやる一財布が無い。～お新，圏彦に財布を投げ返
　　　す。「六区じゃ有名なコレだ」と指をマゲる。［宵待草］
レー48　「何だい，十田も寄りつきやがらないで，どっかにいいコレでもできたのか
　　　い？J小捲で玄二の顔をつつくお新。［宵待草］
レー49　丸い灰皿を脳に見たてて，その黒焦げぶりを説明する。「…だけども解剖し
　　　なしたときはねえ，半分以上脳がやられとりましたねえ，まあ脳のあれがこの
　　　位あるとねえ（灰皿の丸さを抱でかこみながら）これだけあると，　（指で小穴
　　　を作って，脳継胞をかたちづくってみせ）この丸さがねえ，ちょっとあの蝟に
　　　ついているイポがあるでしょうが…蛸についているイボに穴があいているでし
　　　ようがねえ，あれといっちょん（一寸も）変らないですよ。あれがずっとこう
　　　丸くなって（とイボイボをつなげて脳全体の大きさを示し）まあ，ほんと，こ
　　　れだけあると，まあ傷えところが四分の一でしょうかね。一’j［水俣］
　聞き手があらわす記号をソレであらわすのは文脈的な用法になるのだろう
か，直接的な用法には用例はなかった。
Oものの量・程度［コレ］
　一デや一ダケのかたちで量や程度の側面からみた話し手や聞き手の近く
にあるものの用例がある。
レー50　米や変の袋，トマ5，胡瓜，薯，いんげん等…リクサクから取出して置く少
　　　女。見守る一座の五入。～「おつりです…匹善円です。みんなで」　「これで四
　　　百円？」〔旅の重さ］
レー51　女物の長袖のシャツ，厚手の靴下，カーデガンが侮枚か包装される。「これだ
　　　けでいいんですね」「あ，これも…」長いマフラーを取る。［約束］
レー52　二人はテーーブルの上1こ鉄平の原稿と⑳書類を置く。「誠に残念ですが，お役
　　　に立てないことになりました」「（見つめて）どういう事ですか？…この間はお
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二入とも…」「わが党の委員会でいろいろ検討したんですが，これだけの資料
では無理だという結論に達しましたのでね，悪しからず」［華麗なる一族］
　コレデ，コレダケなどはまだ完全には「もの」としての意味が失われてい
ないので分類の対象にしたが，つぎの用例はかなり副詞化したものである。
参考までにあげておく。いずれの用例も直接的な用例とはいえないものであ
る。
レー53　「僕にすれば，日本という国には，随分お礼奉公をしたような気がするんで
　　　す。これだけ国家にサービスしたんだから，ボーナスを」「ボーナス？」「結婚：
　　　するんです」［B本沈没］
レー54　「兄上さま，貞四郎どの，そしてわたくし…僅か七人の家族に医師が三人と
　　　は贅沢なことでありますな」　「姉上の言われるように，われらが家族は，ほん
　　　とに恵まれておりますな。これほど名医が揃うていては，どのような病もつけ
　　　こむすきがありますまい」［娩という：女］
レー55　父は，その雰囲気をうち消すように，「結婚式だども，式は，あすの晩げに，
　　　内輪ばりにすべとおもってやんした…身うちも遠くさいるし，この村にやあ，
　　　それほど親しいつき合いもありゃせんしな」［忍ぶ川
レー56　「所長，あれほど責めたてても吐かないところをみると，今度ばかりは松膓
　　　は無実なのじゃ…」£女囚701号さそり］
1．2ひとをさすばあい
　コレ・ソレ・アレがひとをあらわすぼあい，コチラ・ソチラ・アチラとち
がって，三人称をあらわすものだけである。ソレの用例はなかったが，たと
えば話し手からすこしはなれたところにいるひとをさして，「これが私の息
子で，それは兄貴の子です」のようにソレが三人称のひとをあらわすぼあい
もありうるだろう。ふつう，コレ，ソレでさされるひとは，子供とか身内の
者など敬語をつかう必要のないものであるが，遠くにいるひとをアレでさす
ぼあいは，網手が敬語をつかう必要のないひとであれば，目上のひとでもさ
すことができる。
　コレ・ソレ・アレがひとをさすぼあいは，ひともものとしての側面をもっ
ている。ものとしての側面が強調されればコレ，ソレ，アレであらわされる
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ことが多く，ひとの側面が強調されればコノひと，ソノひと…という形がと
られるのではないだろうか。
　コレ，アレがひとをあらわすとき，話し手と聞き手は近くにいるぼあいに
かぎられているが，一例だけ’電話による会話で，話し手の近くにいる子供を
さして聞き手にむかってコレといっている例があった（レー57）。これは，
話し手の意識として聞き手が近くにいるものとみたのか，聞き手の存在とは
関係なく，さされるひとが話し手の近くにいるのでコレといったのか，わか
らない用例である。複数のひとをあらわすものはなかった。
○話し手の近く，または話し手や聞き手からはなれたところにいる三人称の
　ひと［コレ，アレ］
レー57　モシモシ，母ちゃん，美由紀，ウーンひとりで産んじゃった私，～子供は女
　　　の子，混血だわ，これ，うん，まあ，しょうがないがね，［極私的エロス］
レー58　（笑って）これ（と博を揺し）がけむたがってたんでしょう，昔から反抗す
　　　るのが好きでね〔男はつらいよ］
レー一59　悪いけど，掩，しばらく休暇もらったよ。これが俺の新しい女鍔だ。［田園に
　　　死すコ
レー60　哲郭の隣の卒業生Aが，脇腹をついて簿うちする。「おい，みろ，麺が潮
　　　田をふった女だ」と，顎をふる方へ，哲郎は檬騰とした匿をすえる。［忍ぶ川］
レー61　「あの，一緒にいる女の人は」「誰かしら，ひょっとすると，あれが田所佐
　　　知子かも」［砂の器］
レー62　あれ，兄キ，あそこん所に立ってるべっぴん，あれ，誰？〔男はつらいよ］
　レー60～62の，アレでさされるひとは，「女の人」とか「誰」とかという
ことばがあることによって，ひとであることがわかるが，つぎの例は，動か
ない入間をさしていて，ものとしてみたようにもおもわれる。
レー63　「見て，あれ！！」指さす方を見ると，木立の向こうの一際高い大木から，
　　　人間がブラ下がっている。近寄ってゆく二人。［宵待草］
1．3場所をさすばあい
　コレ・ソレ・アレが単独で時間・空生をあらわすことはないが， コレヨリ，
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コレマデという形であらわされたとき，時間・空間をさすぼあいがある。空
間的なものには，コレヨリにかぎって場所をあらわしている例が一例あった
だけである。文語ふうな用法である。
○話し手や聞き手のいる地域Eコレ］
レー64　「すえなる村は遠いのか？」「はい，これより北に向かって四麗ほど入った，
　　　物部川に沿った村にございます」「四里…これより四里…」［娩という女］
1．4時間をさすばあい
　時聞をさすものには，コレカラ，コレマデ，コレヨリ，コレデなどがある
が，これらの多くのものは副詞化しているとおもわれる。しかし，参考のた
めに以下に用例をあげておく。
○話し手にかかわる時下［コレ］
レー65　　（すずの手をゆっくりとねじあげ）いいか，私がそうだとすれば，お蔚もそ
　　　れを恐れているんだ。そうする事で，これまで私達が何とか保ち続けてきたも
　　　のが，失われてしまうのではないかという予感を，お前も持っているのだ。
　　　［戒厳令］
レー66　「いずれ追って御沙汰があると眉、うが…ではこれにて」使者，欝い終って立
　　　ち上る。娩，するどく呼び止める。「お待ち下さいませ」［娩という女］
レー67　「な，さくら…いくら馬鹿な俺だって潮時ってものを考えてるのよ…これ以
　　　上柴又にいたって俺ア辛くなるばかりだもんな…お前達に迷惑をかけるのも眼
　　　に見えてるしょ…いずれその中，筋書き通りになるのがオチだろ」［男はっら
　　　いよ］
1．5ものごとをさすばあい
　コレ，アレがものごとをさすばあい，話しの場は，話し手と聞き手が近く
にいる時にかぎられ，話し手，聞き手のいる場面での出来事，状況，状態を
あらわすのにっかわれている。自然現象をあらわす用例もあった。ソレは文
脈的な用法なのか，直接的な用法には用例はなかった。
○話し手や聞ぎ手のいる場面での出来事，状況［コレ，アレコ
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レー68　ベッドも洋服タンスもすべて荷造りされて，発送されるばかりになっている。
　　　大介が入ってくる。「帰ってきたのかね」「これはどうしたことですの？J［華
　　　麗なる一族］
レー69　ソソクサと表へ飛出し，二屯5ラックに満載した引越荷を下ろしはじめる。
　　　　「あんた，これは一体どういうことなの」£女生きてます］
レー70　岩佐が窓を開けて占った空を見上げている。上司が，眠そうに立っている。
　　　　「これが戒厳令下の空ですか…？」　「戒厳令下さ，もちろん，ただ見ただけで
　　　は誰もそうだとはおもわない。」［戒厳令3
レー71　京の街のネオン・サインが一斉に消え，大文字出の山腹に“大”の字が燃え
　　　あがる。綿貫，開け放たれた障子からその火をみる。　「つまり，お望みはあれ
　　　ですな…“大の字”は大同銀行の“大”…“小が大”を喰う“大”2［華麗なる
　　　一族⊃
10話し手や聞き手のいる場面での状態や属性こコレ，アレ］
レー72　「おめえ，本当に素人か？2「（豊たちに）今日はこれでやめた。みんな帰っ
　　　てくれ」背広のやくざ，いきなり徹男の腕をギ＝ッとねじあげ，チョン切れた
　　　小指を掴む。「素人かよ，これで！」［津軽じょんがら節3
レー73　ライフルを構え居丈高になって怒鳴る古谷。「出て来い！出て来ないと容赦
　　　なくぶつ殺すそッ！」　「気狂い犬ッ！これを晃なッ！」縛り上げた人質の河野
　　　の半身を押し出し，後頭部に銃口を突きつける。［女囚7G1号さそり］
レー74　二人が，馬に乗って，ボクボク行く。その後を自動車が，つかず離れず，尾
　　　いてくる。「（挑発的に）何もできないわねあれじゃ」［宵待草］
レー75　康が同い年ぐらいの二人の女の子とままごと遊びをしている。　「あ一あ，な
　　　んてこった。康のやつ，また…」いかにも嘆かわしいという顔。　「あれで，き
　　　んたまさげてるのかよう」［時計は生きていた］
10話し手や聞き手からはなれたところでおこる自然現象［アレ〕
　　レー77は文脈的用法かもしれない。
レー76　その光りの上のほうの外れるあたりで，なにか巨大なものが盛上り激しく勤
　　　いている。緑色がかった濃密な泥雲で，～「ラ，乱泥流だッ！！」「（もう泣き
　　　声だ）こんな深海底で，それに，それにあれは，日本列島の地殻の海溝の岸か
　　　らッ！！」［日本沈没］
レー77　「あの音は…？」姉妹，その音の方を窺う。「川です…川の音にちがいあり
　　　ませぬ」「川の音…あれが川の音でございますか…あのような怖ろしい吠え声
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をあげて…」娩，不意に川に向かって走り出す。［碗という女］
　つぎの用例もものごとをあらわしているとおもわれる。この種の用例は多
い。
レー78　「とても食えるもんじゃないよ，可哀想で…」「可哀想？」「見ろよ，ちつち
　　　やな体で大きな目をせい一杯ひらいて，親子兄弟重なり合って，いとおしいじ
　　　やないか」「お客さんて心がやさしいんですね」「（ニヤニヤし乍ら）お姐さん，
　　　気をつけた方がいいよ，これが，こいつの女にモテる手なんだから…」［女生
　　　きてますコ
レー79　「課畏，カバンが見つからないという電話がありました」　「それみろ（一雄
　　　の方へ向いて）俺の予感が的中したな。これで石川震は俺に嘘はつけないな」
　　　〔狭嶋の黒い雨］
レー80　橋の上へやって来た二人は，顔をみあわせて，どちらからともなく，ふっと
　　　笑い立ちどまる。「ずいぶんあるいちゃったね」「ええ。でも，これであたし，
　　　胸の中がはればれしましたわ。あたしのことは，全部あなたにみていただきま
　　　した。これですっかりです。…ああ，いい気持」［忍ぶ川］
レー81　岩本先生の振旦で，児童たちがフィ・・一一ルドを耕している。「こりや，婆さん
　　　とこの壕掘りよりつれえや」［時計は生きていた］
レー82　雨戸を打ち，はずす。踏み込もうとした時，中で灯がつき，ねまきのままの
　　　鈴木貫太郊とそのi妻が現れる。将校2，ピストルを構える。「お命を頂戴にあ
　　　がりました。私怨ではありません。これは私怨ではありません…。」［戒厳令］
レー83　「当行の恥を話す様ですが，三雲頭取のことを，臼銀から天下って一年たっ
　　　たら，絹のハンカチーフが絹の雑巾に成り下がったなんて，酷評する役員も当
　　　行～こはいるくらいですから：「これはますます手厳しい」［華麗なる一族］
レー84　笠原に治療を受けている守。「いてててj「こんなに腫れるまで痩我慢してる
　　　なんて，あきれたやつだ。これじゃ抜かなくてもよい歯も抜かなくちゃならな
　　　い」［時計は生きていた］
2　コイツ・ソイツ・アイツがさすもの
　コイツ・ソィッ・アイツがさしうるものはコレ・ソレ・アレがさすものと
似ている。ひと，もの，ものごとをさすのにっかわれ，特にひとをあらわす
のに多くつかわれている。話しの場もコレ・ソレ・アレであら；わすときと同
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様に，話し手と聞き手は互いに両手の姿がみえるような場所にいる会話の場
面である。文体的な特徴としては，会話文に特有で，男性によってつかわれ
ることが多い。
2．1ひとをさすぼあい
　コイツ・ソィッ・アイツがひとをさすばあい，コレ・ソレ・アレが三人称
のひとだけをあらわすのとちがって，コイツには，二人称的なニュアンスを
もって独立語としてつかわれるものがある。また，接尾辞「ラ」をつけて複
数の入をあらわすことができる。
○話し手の近くにいる聞き手［コイツ］
　話し相手であるから，指さしなどはなくてもいい。
ツー1　こいつ…！聞いてるのか！面ア上げろ。［女囚　701号さそりコ
ツー2　その時，二階から三味の音が聞こえてくる。　「なかなか粋だなや」学生Aは
　　　道化て，上を記し，「おら，あっつの方がいいな，先輩」「こいつ…」〔忍ぶJli］
ツー3　　「大臣がなさるのなら我慢するわ。さあ，突いて頂戴。十米ぐらい若水をと
　　　ばしてみせるわ！「こいつ，図に乗りおって」笑い。［華麗なる一族］
○話し手の近く，または遠くにいる三人称（単数）［コイツ，（ソィツ），ア
　イツ1
　　話し手の近くにいる話し枳手ではないひとをさすぼあいには，詣さしな
　どの身ぶりによる表示があるのがふつうである。コレのばあいとちがって，
　コイツのばあいは，子供や身内のひとをさすとはかぎらない。
ツー4　男A，はね起きると，寄って来た通行人二，三人に大声でわめく。　「け，警
　　　察だ！呼んでくれ！（少年を指して）こいつを捕まえるんだ」［遊び］
ツー5　田淵震，こいつはわしの娘婿なんだが，若僧のくせに今帝国製鉄のむこうを
　　　はって高炉をぶつ建てようとしている。［華麗なる一族〕
ツー6　「こいつが伜でして…」一雄，風呂敷包みを一つ待っておどおどしている。
　　　［狭山の黒い雨］
ツー7　押し込まれて，入って来るナミ，冷い眼で周囲を見廻す。その視線は，ピタ
　　　リ片桐の上に正る。　片桐「（はねかえして）さあ，みんな，こいつをひん瓢
　　　いて吊しちまおうじゃないか…！」［女囚701号さそリコ
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ツー8　　「もう，金もねえぞ…（しのをあごで指して）少し無駄使いが過ぎるんじゃ
　　　ないか，あいつ」こ宵待草］
ツー9　それを見て低く嘱き合う大塚たち。「なんてしぶといんだろ…：「あいつは人
　　　間じゃねえ…」「あの化け物のおかげで，こっちまで殺されるよ：憎しみの視
　　　線が次第にナミに集中してゆく一。［女囚701号さそり］
ツー10　清のもち出した赤いワンピースを着こんで，汗みどろのマモルがとびはねて
　　　いる。マモル，時々そのワンピースの袖で汗を拭ったり，ハナをかんだりする。
　　　　「あいつ，又拭いてやがる。兄貴の嫁さんのなんだがなあ」清，恨めしそうに
　　　遠くのマモルを見ている。［八月の濡れた砂］
　ひとをさすばあい，用例にはソィツの例はなかったが，コレ，アレがひと
をさすばあいと同様に，話し手や聞き手からすこしはなれたところにいるひ
とをさすぼあいにはソイッがつかわれるとおもわれる。
ツー11　あっ！スリだ，そいつだ，その男だ！つかまえてくれ。［作例］
○話し手や聞き手の近く，または遠くにいる三人称（複数）［コイツラ，アイ
　ツラ］
　　接尾辞「ラ」をつけて複数のひとをあらわしている。
ツー12　大塚たちは，ふらふらになった河野らを後乎にとって引ったてている。　「こ
　　　うなったら暴動だよッ！こいつらを人質にして倉庫へ籠るんだッ！」［女囚701
　　　丹さそり］
ツーエ3　こいつらな，昔の仲間よ，日暮里の焼鳥屋でバッタリ逢つちまってな，俺，
　　　金がねえからおごって貰っちゃった。［男はつらいよ］
．ツー14　　（河野たちを指し〉あいつらはもう使いものにならないけど，もうひとつお
　　　楽しみがあるってことさ…£女囚701号さそり］
．ツー15　ふと晃ると向こうの方で三人程の少年達が面白そうに遊んでいるのが見える。
　　　　「ははア，あいつらが仲間に入れてくれねえんだな，よおし，そいじゃな，お
　　　じさんともっと面影いことして遊ぼうじゃねえか～」［男はつらいよ］
　コレ・ソレ・アレがひとをあらわすぼあいは，用例はすべて三人称の単数
’であった。接尾辞をつけてコレラというかたちでひとをあらわしているもの
は直接的な用法にはなかった。
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次の用例は発言の直前まで話し手や聞き手のみえるところにいたひとをさ
している例である。文脈的な用法に近いかもしれない。アイツの例しかないひ
ツー16　「うるせえ。なめるなよ，俺を」とふり向くと，少女の姿は消えている。「ど
　　　こへ行ったんだあいつ」と青くなって踊る若ものたちの間を探し間るが，どこ
　　　にも少女はいない。［遊び］
ツー17　「そうだ。駅前にもコーヒー屋があったな。あっちの方がうまいんじゃない
　　　か」と，駅の方向へ宏る。三人，キョトンと見送っている。「何だい遠回りし
　　　て行く気か1　「そうだよ。一馬鹿だねえ，あいつは」と雷って，ギョッとす
　　　る。〔男はつらいよ］
ツー18　男B，出ていく。Aに耳打ちして，二人，行ってしまう。～「何だい，あい
　　　二2至」「ばかだなあ，公安に決まってるじゃないか」［やさしい日本人］
ツー19　「（頬をそめて〉もうお休み下さい。お嬢さま」「そうね」二人出てゆく。「バ
　　　ッカヤロー，何だあいつら」とひつくり返る。こ宵待草3
2．2ものをさすばあい
　コイツ，ソィッがものをさすばあいも，もっているものをさしだすような
身ぶりをともなうことが多い。アイツの用例はなかった。一定の空間をしめ
るのりものや大きな穴などもコレ…と同様，ものの側面をもっているものと
みた。
○話し手がもっているもの［コイツ3
　　話し手がもっているものをコイツでさししめす。ソイッの用例がなかっ
　たが，聞き手のもっているものをソイッでさすことがでぎるだろう。
ツー一20　少年，ビールをその中に注ぎこみ，　「よく冷えてらア，こいつはうまいぜ3
　　　少女のコップとカチリと合わせて，ぐいっと一息に飲む。［遊び］
ツー21　少年の手から両手でポップコーンを受け取る少女。　「ありがとう」少年更に
　　　コカコーラの瓶を少女におしつけ，　「食いすぎてのどが聴いたらよ，こいつを
　　　飲みな」［遊び］
ツー22　戸田，喉をヒクヒクさせながら盃を受けて一杯飲む。～「～きっとまだ体に
　　　なじまないんだよ」～「あなたの体のことを考えたら，これからもずっとなじ
　　　まないほうがね」　「バ，馬鹿な！こいつに縁がなくなるんだったら，いっその
　　　こと死んだほうが～」［人間革命］
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○話し手の近くにあるもの［コイツコ
　　話し手の近くにあるもの（動物）をコイツでさししめす。用例はすくな
　い。
ツー23　「一匹は死んだ…もう一匹は逃げた。　（机の上のシラミを見て）こいつは死
　　　んだから逃げられない。あいつは生きていて，命があったから…じゃ，こいつ
　　　の命はいったいどこヘ…？」£入間革命］
○回し手や聞き手がのっているのりもの，聞き手がつくっている穴［コイツ，
　ソイツ3
　　話し手や聞き手が一緒にのっているのりものをコイツでさししめす。聞
　き手がつくっている穴をソィツでさししめす。
ツー24　野こえ山ごえ，ユラユラ飛んでゆく気球　ゴンドラの中の三人　「ヘへ，飛
　　　ぶものだな，こりや」「しかし，おい，寒いな」「ウム，そうだな，どうすりゃ
　　　降りるんだ，こいつ？」晴待剃
ツー25　そうか…そのつもりなら死ぬまでやるんだな。そいつを埋め終わったら，ま
　　　た新しい穴を掘るんだぞ！［女US　701号さそり］
2．3ものごとをさすばあい
　用例はコイツの例だけだった。話し手，聞き手の目のまえにある仕事がコ
イツであらわされていたが，抽象的な動作，状態などは表現しにくいのかも
しれない。
0話し手のあらわす仕事［コイツコ
ツー26　「一生懸命やらア，二，三年で半入前になれるんじゃねえですかJ　「ちょっ
　　　とこいつをやってみろ」梅本，ジャが芋をむかされる。［女生きてます3
　次の例は，文脈的なものと直接的なものとの中間だろう。
ツー27　待っていた少年，出て来た兄貴に，「どうでした？」「お前，スケをコマした
　　　のははじめてだろう，やっと半人前になったな。ほめてやるぜ」「へへ，どう
　　　も」「パーツ工場の女なんて男に飢えてるんだ。こいつを皮切りにどしどしひ
　　　つかけろj［遊び］
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3　ココ・ソコ・アソコがさすもの
　ココ・ソコ・アソコは場所，ものの箇所，集団，場面，時間をさす。この
うち，場所をさす用例が一番多い。ソコ，アソコは場所をさす用例だけだっ
たが，文脈的な用法にはものごとや集団をさす用例もみられる。ココは直接
釣な用法が多い。
　回しの場は，話し手と聞き手が近くにいる場面でも，話し手，聞き手が互
1いに姿がみられない場面でも，場所をさすばあいはっかわれる。
　場所をさすぼあいの指さしのありなしについても考慮する必要がある。た
とえば，話し手と聞き手が同じ建物のなかにいるとき，話し手と聞き手がい
る場所をあらわすのに指さしなしでココということができるが，屋外で話し
手と聞き手が同じ場所にいるとぎ，遠くの場所をさすぼあいは，多分，指さ
しなしではアソコということはできないだろう。
　話し手と聞き手が近くにいて，すこしはなれた場所をさすぼあいは，詣さ
しがあるのがふつうである。指さしだけではなく，話し相手にさす場所がわ
かるように顔を向けるとか1あごをしゃくるとか，という身ぶりをともなう
こともある。話し手と聞き手がはなれた場所にいるとき，話し手のいるココ
も，聞き手のいるソコも，指さしなしでいうことができる。地域をあらわす
ぼあい，話し手と聞き手がいる場所からはなれた地域をさすとき，指さしや
その他の身ぶりをともなう。
3．玉場所をさすばあい
　ココ・ソコ・アソコが場所をさすぼあい，基本的にはつぎのように二つに
1わかれる。一つは，話し手と聞き手を「われわれ』のいる一つの場所として
とらえ，そこからの遠近によってココ・ソコ・アソコであらわすぼあいであ
り，もう一つは話し手と聞き手を対立させてとらえ，ココ・ソコを自称・対
称としてあらわすばあいである。
　「場所」といっても，家，店，会社，ホテル，部屋のなか，防空壕などの
ようなくぎられた場所ばかりではなく，庭，道路，峠などのようなくぎられ
　　　　　　　　　　　　　　　一一　25　一一
ない場所もあらわすことができる。また，村，町，部落，島などのようなひ
ろい地域をもあらわすことができる。
3．1．1話し手と聞き手がいる場所，およびそこからの遠近関係によって，コ
　コ・ソコ・アソコが近称・中称・遠称になるばあい
　話し手と聞き手がいる場所をココ，すこしはなれた場所をソコ，遠くはな
れた場所をアソコであらわす。ココの用例が多い。
コー1　RCBホール・化粧室　和賀　佐知子が手伝い，タキシードに着換えている。
　　　～と，入口のあたりがざわめいてドアがあき「おう，ここだったんだな：と田
　　　所重喜が顔を出す。［砂の器］
コー2　戸田がやっと式台へ上がり，続いて上がった幾江がそそくさと応接聞の扉を
　　　開く。「さ，ここでひと休みを…私はすぐに食事の支度を！」〔人間革命］
コー3　料亭のこ階座敷　階段口の襖がガラリ！と乱暴に開いて，泥酔した男が一人，
　　　ゆらりと仁王立ちになる一梅本である。階段を男衆が駈け上がって来て，
　　　「困りますよ。ここは貸切りですから」「うるせえッ，俺あ会田という社長に挨
　　　拶に来ただけだ」〔女生きてます］
コー4　　「いつもは，どこでお飲みになるんですか？」　「たいがい，ガード下のオデ
　　　ン屋か，線路沿いの飲み屋だ」「たまには，ここへも来て下さいね」［忍SSJEi］
コー5　ダルマ船・船室（夜）～「ここなら少々声をあげても大丈夫だ。はずしてや
　　　れ」［宵待草3
コー6　ご人はいつの間にか裏の出ロに来ている。「あたい，ここから帰うっと」［時
　　　計は生きていた］
コーア　秘密の洞窟　物尽の中にじ一つとうずくまっている三人。～玄二の父が腰を
　　　かがめて入ってくる。「やっぱり，ここに居たか…よくここで遊んでたな玄ニ
　　　…ガキ大将で…」［宵待草⊃
コー8　「ここ，どこですか？」「知らないの？　東京の下の，大きな地下道。抜け
　　　がらを残して，みんな生まれた所へ，帰る道なんだ。東京へはもどれません，
　　　一方通行。…」［やさしいEi本人］
コー9　イサ子が徹男を案内してくる。一軒の家の前で立ちどまる。～「ここ，あた
　　　しんちだったのよ」それはこのあたりにありふれた，黒いトタン屋根の変哲も
　　　ない家である。£津軽じょんがら簾］
コー10　××港の近く。鉄道から，海岸沿いの道の方へ三人が出てくる。無人の浜に
　　　一軒の番小屋がある。「あそこで待っててくれ，船の交渉をしてくる」「ウン，
　　　三人じゃ目立つな。気をつけろよ」ご宵待草］
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コー11　回内。白い街路。道のかたわらに盲巨の傷疲軍人がひとり坐ってものこいを
　　　している。～「こんな所で，何をしている？」「皆様のお慈悲を頂いておりま
　　　す。」「しかし，ここは誰も通らないだろう？」「あなた様がお通りになりまし
　　　た。」「私のために坐っていたのか？」　「ここをお通りになる方のために坐って
　　　いるのです。」「向こうへ行け。あっちの方が，もっと人が通る。」「私は，際下
　　　のお許しを頂いて，ここに坐っております。」「陛下が，ここに坐れと雷われた
　　　のか？」［戒厳今］
コー一12　線路の．ヒを歩く少年。つまずいてころびそうになる。そこに兵隊バカが寝て
　　　いたのだ。「あ，ごめん」「（ムクッと起き上がって）坊主！　どこへゆく？」
　　　　「あっち…（と雷って，ハッと思いかえして）ここを女の人通らなかった？大
　　　きな荷物持って」畑園に死す］
コ・・一一13　衣川の川辺　～岩城署の刑事，今西，古村，土堤の草むらに立ち，汗を拭い
　　　ている。「ここに寝そべっていたンですね」「そうです」「釘もせずに，ただここ
　　　で寝そべっていたンですね」こ砂の器］
コー14　八幡神鮭の石段　笑いながら，降りて行く二人　地蔵尊　来る二人。一雄
　　　学校の方へ上がりかけた時，疇美，地蔵奪を晃つけその方へ行く　晴美，しゃ
　　　がむ。それをみて一雄，「また，お願い？」「笑われてもいいの。私，おねがい
　　　しておく（一雄も一緒にかがみこむ）」「ここあがっていくと，小学校なんだ，
　　　そら屋根が見えるだろ，おれ，小学校は休んでばっかで，ほとんどいってない
　　　けど…行って見る」［狭由の黒い雨］
コ～15　ライトバンが峠につく。重さん，下りて，ヨイショヨイシ・・と胴突体操をは
　　　じめる。～「（ふと）そうだかあさん，ポチのうちこの辺じゃなかった？」「う
　　　ん，ゴルフ場のそばだげど」　「じゃ，ここから近いんでしょ。ひやかしに行s
　　　てみようよ」［女生きてます］
コー16　「ああ…いい風だわ。やっと深川へ帰った気揃～「折角きたんじゃありま
　　　せんか。もう少しいましょうよ」哲郎の前を通りすぎ，胸を抱くようにしてし
　　　ゃがむと，「（ぽつんと）…ここですか」「ああ1じっと目の前の水面をみつめた
　　　ままの志乃。〔忍ぶ川］
コー17　「…ずっと町のですね，ここからどの位ありますか，一里ぐらいあると思う
　　　んですが…そういうところまで汐が満ちた時はですね…」［水俣］
コー18　「床の間のわたしのハンドバックにペンが入ってるわ。紙は，そこの机の上
　　　に便箋があるじゃない」重さん，うなり声をあげて立ち上り，ごそごそして，
　　　パッとスタンドをつけた。［女生きてます］
コー19　広縁に立ち，障子を開け放つ。芦の湖を見渡す広大な庭に逸品の石が二つ並
　　　んでいる。「鞍馬石は，盈のつつじの寄せ植えの問に置きましたよ」樺麗な
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　　　る一族］
コー20　老番士が一人，周囲を揮かって，そっと娩を招く。「？」碗，その方を見る。
　　　「希四郎さまをお呼び下され…そこに居ります故…」老番士，傍らの庭木の蔭
　　　を拙差す。［娩という女］
コー21　一輝，ひとり立つ。一輝が今入ってきた扉から，背広姿の壮年の男が一入現
　　　れ，一輝の背後を通りホールを抜けて正面の階段を登ってゆく。途中で止って，
　　　北を振返る。北は別の方向を見ている。さきほどの行員が環れる。男，階段を
　　　登ってゆく。「（やや態度を改め）失礼しました。どうぞ，こちらへ（案内す
　　　る）」　「（従いてゆきながら）今，そこの階段を登って行ったのは，確か東京憲
　　　兵隊の岩佐君だと思いましたが…。」〔戒厳令］
コー22　その間，志乃は所在なげにうろうろ立ったままである。戻りがけた母にぶつ
　　　かり，ご人すまなそうに「あ…」と声をあげ，顔を見合わす。志乃，困ってし
　　　まって，「あの，侮かやらせて下さい…」「じゃ，そこの漬物桶から…」「はい」
　　　と，近づき，かいがいしく桶の石をとる。［忍ぶjll］
　次の例のアソコは遠称としての用法か，他称としての用法か正確には判断
できない用例もあるが，多分，話し手と聞き手は近くにいるものとおもわれ，
遠称としてつかわれているのだろう。区画されていない場所をさしている。
コー23　「明E逢えるかい」「明日？」「逢おう」「三時の汽車で発つわ」「正午…もう
　　　一一度逢おう」「駄露よ」中原，視線を街の方へめぐらして，「あそこに見えるあ
　　　の旅館に，十二時に…必ず行く」［約束］
コー24　「いいえ，陛下は，私がここに坐っている事を，御存知なのです。」「そうか，
　　　それじゃお前も，陛下が（ステッキで詣し）あそこに居られる審を知っている
　　　のだな？」「随下が御存知なのです，私が，ここにこうして坐っている事を…。」
　　　［戒厳禽3
コー25　いい子だから，あそこにある空気入れを持ってきてちょうだい。［田園に死
　　　す］
コー26　ほら，あそこに居るのがぼくの抜けがち，あんたのもいるじゃありませんか
　　　…［やさしいEi本人］
コー27　あれ，兄キ，あそこん所に立っているべっぴん，あれ誰？〔男はつらいよコ
次の例はすべてソコであらわされているが，みることのできない場所をさ
していて，特殊なものとおもわれる。不特定の場所をあらわしている。慣用
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的な表現か。話し手や聞き手のいる場所からそう遠くないところをいみして
いる。
コー28　金沢，入って来て，「一寸そこを逓りかかったんでな，どうだい？3〔女生き
　　　てます］
コー29　「送ってくぜ」「いいの，すぐそこなの」〔八月の濡れた砂」
コー3G　「お近くですの？」「学生寮だ，そこの横町を折れた」「ああ，つきあたりの」
　　　［忍ぶ川］
コー31　「昨夜おいちゃんとこに電回したらよ，今羅葬式だってえじゃないか，俺，
　　　岡山でバイやってたのよ，すぐそこだろ，だからとるもとり言えずとんで来た
　　　のよ。」［男はつらいよ］
i　一32　　「体には気をつけとくれよ」「母ちゃん，目をなおしてね2「じゃ，いくまい
　　　か」「うん」「（たまらず）そこまで送ってこう」［狼山の黒い雨コ
コー33　「健が家にじっとしてる子かよ。鞄を投げ出したら最後，糸の切れた凧さ。
　　　そこらに影も形も見えやしねえ。」［時計は生きていた］
3．1．2話し手と聞き手を対立させ，ココ・ソコ・アソコが自称・対称・他称
　になるばあい
　話し手のいる場所をココ，聞き手のいる場所，または聞き手に近い場所を
ソコであらわす。
：一34　三雲が電話に出ていて，ソファーに鉄平がいる。　「三雲です。実は今，ここ
　　　にご子息の鉄平霜がみえられているのですが…」［華麗なる一族］
コー35　栄治，逃げて来て，生壇をとびこえてはいる。防空壕から老婆が声をかける。
　　　「ここへ隠れなさい」「え？ll「わしひとりじゃ，あと一人ぐらいはいれる」〔時
　　　計は生きていた］
コー36　　「どんなことを話していたかは，そことここの間だろうJ　「それが…有線の
　　　レコ　一一ドをかけておりましたし，～！〔砂の器］
コー37　「さ，どうぞ，どうぞこちらへ」「此処でいいわ3「は？」蛍子はスリッパを
　　　履いて上ると，ロビーのソファに腰をおろした。こ約束］
rr　一38　やって来たPtJiiが顔を出す。　「おう，栗川翼，ここへ」山平が席をゆずり，
　　　栗川が戸田の隣に坐る。〔人間革命］
コー39　覗き窓から12尋鍔をうかがう曾我看守，～「期限は来てるんだぜ，そこでも
　　　う二度といざこざは起こしませんと這いつくばってお願いしろ。出してやらん
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　　　でもない…」［女囚701号さそり」
コー40　仁所が棒立ちに立っている。眼の前の車椅子の中に骨と皮のような老人が膝
　　　に毛布をかけ，じっとうずくまるようにしている。嘔斬さんじゃな，（意外に
　　　しっかりした声で）そこへかけなさい」［日本沈没］
コー41　海の家「西の家」　オートバイ，裏口に来て止まる。「（降りながら）兄貴の
　　　出店なんだ，今なら誰もいない」鍵でドアを開け，早苗を中に入れる。オー5
　　　バイに戻り，「いいからそこで待ってろ。何か藩るもンもってきてやる」［八月
　　　の濡れた砂］
コー42　「あんた，おい！　そこの女」髪ふり乱した申年の女が物干しをにらみつけ
　　　る。「（見おろして）私？」「汚い水がはねてるじゃないか，気を付けな」［女生．
　　　きてます］
コー43　真鶴道路一道端の公衆電話ボックスの中　玲子，全く血の気の引いた顔で．
　　　電話をかけている。～「今日出発だから，昨H下田へ帰っていたんです！　朝
　　　の七時に下田を出たんだけど！　ここまで来たら！3［臼本沈没］
コー44　「そこじゃ話になりません，さ，遠慮なく」無造作に机を離れ，来客のため
　　　に藻魚駆をすすめて座に着く。中年の男，やっと遠慮気味に中へ入る。［人間『
　　　革命3
3．1．3地域をさすばあい
　地域をさすばあいは，ほとんどが話し手と聞き手が一緒にいる場面でつか
われている。大きく区画された地域をあらわしている。
　話し手と聞き手がいる地域をココ，はなれた地域をアソコであらわす。
コー45　「～しかし人皆はどんなに貧しくても学問だけは忘れてはいけないと思いま
　　　す。いや，貧乏をなくすためにこそ学問は必要なのです。ここの部落を良くす
　　　るためにも，どうしても，うんと学問の出来る人が出る必要があります。～」
　　　［狭山の黒い雨］
コー46　　「帰るのは，来月？十一肩の初めごろ，ここ発とうと思うさ」　「これからあ
　　　つち行くんでしょう，南の方に」「与論島の方へ行ってみようかと思って，～」
　　　［極私的エロス］
＝・一47　「九州へでもいきますか，わたしの生まれ故郷へ」「どこへ行っても同じだ」．
　　　「あっちは暖かいから，それだけましですよ」「ここは俺の生まれたところだ」・
　　　［わが道3
＝　一48　「～なぜここに，水俣に来たろうかと思うですな。なぜ，来たろうかと…S
　　　［水精
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＝コー49　「その恨みの原鶴はですよ，ここに駐在されている間に起きたものだと思わ
　　　れます。～」「わざわざ遠くからお出て御苦労なことですが…ここの村であの
　　　入に恨みを持つ者なぞは…」こ砂の器］
．コー50　「東北新幹線は本格的に着工されて，x年後には完成ですよ。そうしたら，
　　　山州までたったの五時丁半，それに東北縦貫道路が開通すると，ここまで半測
　　　で来られますよ。半日で！」［津軽じょんがら節］
コ　一51　「年の頃三十一一寸すぎ，眼元に滅法亀気があって，小学校三年くれえの子供
　　　がいる女の人よ，最近：ここへ来たらしいが，知らねえか」［男はつらいよ3
コー52　駅鋳広場　患者さん及びつきそいの巡礼者一列に並び深々と頭を垂れる。
　　　「（旅の果てに，ある感概をもって）…大阪駅での皆さんがたの，熱烈なる歓迎
　　　に迎えられまして，わたしはもう胸が一杯でございます。患者の砦さんをお連
　　　れするのに，随分なためらいがございましたけれども，ここに，みんなを連れ
　　　てきて，よかった！　と，全麟の皆さんがたと一支援の皆さんがたと一患
　　　者と合わせるだけで，十分であったような気がして，なりません。…」［水俣］
’＝　一53　「あの兄は風来坊なんです，旅鴉」「そう…そうでしたの…じゃ懐かしいの
　　　ね，妹さんのいらっしゃる此処が」　「とんでもねえ，こんな町のどこが，古く
　　　せえばっかりで気のきいた飲み量がある訳でなし，若い女はいねえし…？！」
　　　［男はつらいよ］
コー54　「どうも，Ptが固いですな」「興みたいでね」「こんな事珍しいですね。讐察
　　　には協力的な地域なんですがね」「しきりに，よそ者，よそ者という声がきこ
　　　えますな。それに，あすこの（アゴをしゃくる）部落の者が犯人だっていう噂
　　　が流れてるの，聞かれましたか」［狭山の黒い雨］
3．1．4いれものをさすぼあい
　次の用例は話し手がもっているいれものをあらわしているが，ココであら
わされると場所性をもったものになる。区画された場所をあらわす。
コ　一55　「石川君ここにツバをいれてくれないか2「…」「なんでもないんだ，ちよっ
　　　と検査するだけだよ」ギはい」一雄，さかずきにツバを入れる。［狭山の黒い
　　　雨3
　次の用例も場所性をもったものである。ポケットなども似たようなものと
して扱っていいだろう。
コ　一56　「花婿のお母さまが，これをお忘れになっては困りますわ」四二を出す。
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「（帯をみて）…あら，ここに差したと思いましたのに…」［華麗なる一方絹
3．2箇所をさすばあい
　ものの部分をさすばあい，「この部分」「その部分」といわないで，ココ・
ソコ・アソコと場所的にとらえていうことがある。これを箇所という。
　ものまたはひろがりのある面の部分をさすばあい，そのものの性質によっ
てあらわれ方にバリエーションがある。面をもったものの部分，たとえば新
聞に幽ている記事などのようなものは箇所といっても，面的なひろがり一場
所をもつ。線的なひろがりをもつものの部分，たとえば，ひものようなもの
のある部分一箇所は点としてあらわれる。たとえば，薗的なひろがりをもつ
本は，本の形をしたものと，書かれた内容とでなりたっている。本のあるペ
ージをひらき，そのある部分をさしてココといったばあい，その場所のある
箇所をさしているのか，そこに書かれた内容をさしているのかによって，コ
コのあらわすいみがちがってくる。
　ココ・ソコ・アソコがものの部分をあらわすとき，そのものは手でもつこ
とができるような小さなものも，人間の体も，地図のような面のひろがりを
もつものもある。その際指さしなどの身ぶりをともなってつかわれること
がある。
　話しの場は，話し手と聞き手が近くにいる場面にかぎられる。
○場所の反映物をさす［ココ，ソコ］
コー57　シゲ，新聞ひろげている。「おい，これ見ろよ，おもしろいぜ」「何だよ」
　　　「やさしい日本人なんて知らないけどよ，やさしいお母さんならここに出てる
　　　ぜ，読んでやろうか。身上相談」［やさしいB本人］
コー58　「今，しなよ，いいんだよ，電話代ぐらい，さア」「そう…じゃお言葉に甘
　　　えて」と，立上がり，電話の傍にゆく。「番号そこに書いてあるよ，こないだ
　　　博：さんに聞いたの」　さくら，メモを見ながらダイヤルを回し始める。［男は．
　　　つらいよ1
コー59　反対側の隅に女子高校生が二人，数学の教科書を開いてボソボソと話合って
　　　いる。　「やっぱり解けんわ。明臼の試験どうしょう1　「どこがいけんのやろな
　　　あ」～またぼやき乍ら解き始める。少女，近寄って閾題を覗き込む。「そこが
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違うんよ」　女子高生二人，吃驚して晃る。［旅の重さ肇
○ものの部分をさす［ココ，ソ：コ］
　　話し手がもっているものの部分，または話し手や聞き手の近くにあるも
　のの部分をココであらわし，聞き手のもっているものの部分をソコであら
　わす。コー60の例は，おなじものをコレともいっている例である。
コー60　「お兄ちゃん，お兄ちゃんがシャッターおして上げなさいよ」「あ，そうだ
　　　な，俺が一番遮縁だったな　よし」と急いで修の傍に．ゆく。～「（カメラを差
　　　出して）判りますか，ここ押すだけでいいですから」　「ああ，これね，押すだ
　　　けでいいんですね」［男はつらいよ］
コー61　スライドが糸魚川から静岡に到るフa一ッサ・マグナになり，一同の眼がそれ
　　　に集中する。「日本に変動が起きるばあい，一一番先に裂けるかずれるかはここ
　　　ではないか…」［日本沈測
コー62　D1本部からの中田の声。「高度干に下げろ」「（テレビを操作し）映ります
　　　か？」　中田他がテレビを見ている。だが，画面セこは黒い海だけしか写ってい
　　　ない。　「幸長，まだ大阪じゃないじゃないか？！「いや，ここが大阪だ」こ沼本：
　　　沈測
コー63　「本当はここの，教科書の出たところの近くのjiiではないのか。俺には何で
　　　もわかるのだよ」と，地図をみせる。［狭山の黒い雨］
灘一64　「それじゃ，その溝かも知れんな。石川君ここの溝を書いてみてくれないか。
　　　おそらくここにあると思うなj　「はい」一一雄，あらかじめうすく線の引いてあ
　　　る地図をなぞるようにして書く。［狭山の黒い雨］
　i－65　東京，三宅坂の陸軍省を中心とした地図に西田が兵の配置を鉛筆で書き入れ
　　　る。「～議事堂周辺，こことここで検問をしております。混乱はありませんよ。3
　　　［戒厳令ユ
○話し手，聞き手のふれている体の部分をさす［ココ，ソコ］
　　話し手がふれているものの部分をココ，聞き手がふれているものの部分
　をソコであらわす。コーア0，71の例は体のもち主ではなく，ふれている人
　によって，ココになったり，ソコになったりするものである。コー66，67
　の用例は謡し手がさしているのは自分の体の部分であるが，ココであらわ
　しているのは具体的な自分の頭ではなくて，抽象的な頭一般をあらわして
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いるのである。また，コー68，69の用例は話しの場画では直援的な用法と
して自分の体をさしているが，実は，過去におこった話しの場を再現して
みせているのであって，その時の実際の体のもち主とはちがっているばあ
いもある。
コー66　「あの娘，ちょっとここ，オカシイのとちがうか？」と頭を叩く。［霧待草コ
コー67　「（ニンマリ）さすがはおめえさん，わしらとは頭（ココ）が違うで・・」［女
　　　囚701号さそり］
コー68　「～，刺し殺してくれっていうから，あんたどこ刺すね，ここでも刺すかね，
　　　～」［極私的エロス］
コー69　「何よあのクソババア，あれ殴りきらんよ，せいぜいこれくらいだがね」
　　　「ここかきむしってくれちゃってやったよ，爪が折れてから，ここ，もうわじ
　　　わじしてよ」「かきむしった？：fかきむしってくれた，だいたい顔かきむしつ
　　　てやろうと思ったけどよ，洋服ここバシーッて，こげんしてから，ボタンなん
　　　かポロッととれて」［極私的エロス］
コ　一70　少女は蒼白な顔で沖を見ていた。政子，少女の心の底を養いたように凝視。
　　　少女の耳のうしろにひっかき傷が血を溝ませている。政子「あ…ここ…血が
　　　…」指先で傷に触れようとする。〔旅の重さ］
コーア1　少：女，木村の頭髪を拭き始める。　「ええよ，そこは…ええがな，髪が薄うな
　　　る」［旅の重さ］
3．3場所の反破物をさすばあい
　物理的存在としてはものであるが，そこに反映されているものが場所をあ
らわすぼあいがある。さしかたは，ものをあらわすばあいとおなじである。
コー59，61，62，63，64，73の用例は，いずれも地図，雷語作品などのなか
に反映された場所をさすものである。また，次のような，文章そのものが場
所をあらわしている用例もある。
コーア2　「じゃ，世界のどこかで…スイスのアドレスはここですから連絡して下さ
　　　い。」［N本沈没］
コ　一73　～数年前の写真，珍らしく，胎児性の子供が一堂に会している。「胎児性の
　　　子供は全部並んどるたい，ここに…」「ああ，ほんとのこと」〔水俣］
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3．4藥団をさすばあい
　会社や店などは建物という「もの」と空閥をもつ「場所」とからなる物理
的存在である。しかし，ある一定の鼠的をもった人の集合体であるという側
面をももっている。いれものに対する中身，内容である。それをここでは一
応「集団」とよんでおく。
　ココが集団をさすぼあい，話しの場は虚し手と聞き手が近くにいるばあい
にかぎられていた。話し手と聞き手がはなれているばあいに，肩凝の属する
集団をソコでいいあらわすと，集団ではなく，場所をさししめすようになる
．のかもしれない。
　話し手や聞き手の属する集団，または話し手や聞き手が一緒にいる場所に
ある集団をココであらわす。場所的なニュアンスをもっている。コーア4の例
は，松田国太郎一一・Wtという旅芸人の団体である。固定した建物をもたない中
身だけの集合体である。
コ　一74　「あんなに仰山の買出しが四譲国って筈はないわ。自分のお金出して気にい
　　　られようと思ったのかも知らんけど，つまらん気イ使わんで，お金は大事に持
　　　ってたほうがええよ。もう此処で使って貰えるんだもの」［旅の重さ］
コーア5　巨大な銀行の建物の前。北一輝が一人立っている。～「侮か？…」「こちらの
　　　御主人にお呂にかかりたい。」「主人…と申しますと…？」「御主入。三井財閥
　　　の御当主。」～「私は，ここの御主人にお会いしたいのですが，御主人がお会い
　　　になると言ったのですね…？」［戒厳令］
コーア6　タナカ・モーータースの中　主任，二人の男相手にどなっている。　「だからね
　　　え，何度雷ったらわかるんですか！　私はここの責任者だ，ここで働いてる者
　　　のことは私が責任を持ってるんだ。」［やさしいH本人］
コー77　D1本部　小野毒が大阪から帰って来て顔を座している。～「僕はこれから
　　　なにをすれば…いや，ここまでくれば僕の仕事はもう終ったと思いますが」
　　　「ここの本部は退避実行委員会の下部機構に組入れられると思う，勿論，君も
　　　一緒にね」［日本沈没］
コーア8　芸能社　～「～物価の値上りを計算しますと，頁万貯めるのに五隼かかるん
　　　ですね。ですから，こういう時代には短期決戦で行くよりよい方法はないとい
　　　う結論に達しましたの。私，二年ここで働いて三年目に棺手を探して結婚する
　　　ことに決めました。～」［女生きてます］
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コ　一79　女子寮の一室～「ねえ，あんたたち，青春は短かいんだ。電気訳出なんか止
　　　めちゃってさ，あたいみたいに，外で稼いだら？」「そんなをこいい？キャバレ
　　　一のホステス？」　「ここの生活にくらべたら天国ね，そうだ。いい人を紹介す
　　　るわ」［遊び］
コー80　湖南亭　巨大な丘の中腹で，茶室ふうになっている。～「君達は何がいい？
　　　僕はさっき済んだとこだが」「私，お腹ペコペコ，英良さん，何になさる」「何
　　　がいいかな」　「ここのお得意は，一応バーーベキューと言うことになっているん
　　　だがね」〔砂の劉
コー81　とらや　～貴子が入って来て，「ごめんなさい，お取込みのとこを…1「いい
　　　え」「あの，お団子を一箱」「はいはい」「ここの草団子，とってもおいしいん
　　　ですってね」［男はつらいよ］
3．5場薗をさすばあい
　事件などがなりたつ状況そのものではなく，それらがなりたっために必要
な場面をココがあらおしているばあいがある。
　話しの場は，用例では話し手と聞き手が近くにいるぼあいにかぎられてい
たが，互いのすがたがみえない場面でもいえるだろう。
コー82　元の取調べ室　「ああ！関購さん！」一雄すがりつく。　「関口さんにまかし
　　　てここは…」と二二ら頷きあって消える。関口と一雄のこ人。獣山の黒い醐
コー83　“善発”の捲揮者の提案の声一。「大会に於て，大会蟹頭において彼らが応
　　　ずるか，どうか分かりません。われわれは，大会tc要求します，けれども，そ
　　　の醜に，われわれはここで，全員でですね，ここで黙篠を捧げたいと思います。
　　　（聞）…黙薦！」〔水俣］
コー84　「あなたは，出稼ぎに出ることに，賛成だったんですか，反対だったんです
　　　か」　「なんぼ苦労しましても，満弼のあの弾の中で，別れ別れの生活をしない
　　　で，そしてここへ来まして，年をとってから溺れ別れの生活をするというの，
　　　私，反対でした。」［わが道コ
　次の用例は時間的な要素も入っている。一定の順序にしたがって展開され
ているもの，たとえば映画の画面にうつったようなもののばあい，時間的な
要素が入っている。
コー8δ　電光蒔計の針が圓り始める。端末器を叩く音や電子プリンター一の曹。プロヅ
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ク・スクリーンに日本列島が青い像で浮かび上がり，黄魯，オレンジ，赤の光
点が明滅しながら現われ，N「ストップ…ここからだ。蒔間は？1「三〇二秒
フラット！」「幸婿取，ここから先はVTRの他に象眼写真だ，二秒間隔で…
タイム・スケールを半分におとそう，一秒が十二時聞だ」〔N本琴弾
3．6時間をさすばあい
　ココと時間をあらわす数詞とがくみあわさって時聞をさすばあいがある。
　話しの場は話し手と聞き手が近く　eこいる場面でつかわれていたが，はなれ
ている場面でもつかわれるとおもわれる。
○話しの時点を基準とした時間（現在から未来にかけて）
コー86　「韓圏，台湾，中国には早紹の通告が，…特に韓国はなんらかの被害をかな
　　　りこうむるでしょうから，国際儒義としても，ここ一，二週間のうちには」
　　　「（一同を見まわして）では，…内外に対する公表は，今日から二週間後にしま
　　　す」［二本沈没1
コー87　「今朝ほどの外国の二＝・一一一スでも聞かれた通り，きわめて近い将来日本列島
　　　を中心に大きな地殻変動がおこり，日本圏土はそのため，壊滅的な打撃と破壊
　　　を受けるだろうということが，我国の科学者及び政府機麗の調査により確実に
　　　なりました…講査機関の予測に依りますと，この変動はここ一年以内の間に起
　　　こり，その変動の結果，地震その他によって国土全域が破壊されるばかりでな
　　　く，臼本はそのほぼ全域が海中に没し去るということによって…」［N本沈測
○話しの時点を基準とした時間（現在から過去にさかのぼって）
コ　一88　「オジさん…手紙にも書いたでしょ。あたし，ここ三年ばかりは国一さんに
　　　逢っていないのよ」［津軽じよんがら鯛
コー89　「え，寿司屋が？」　「霜には事業の薩で世話になり，そのうえいつもご馳走
　　　にばかり…だから今Bは，われわれ一同で招待ということになってね」「ほう，
　　　そうか，そいつは悪くないね，寿司なんてのには，ここ何年間も，ハハハ…」
　　　£入間革命］
コー90　「ここ数ヵ月の測地衛星と観測船による調査を総合すると，極東の大陸棚の
　　　一部，弧状馬賊付近において，いまだかつて人類の経験しなかったような地殻
　　　変動の起きる可能性が高まりつつある。その変動は…」［H本沈没3
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4　コチラ・ソチラ・アチラ（コッチ・ソッチ・アッチ）がさすもの
　コチラ・ソチラ・アチラは場所，ひと，集國，もの，ものごと，方向，側
をさす。このうち，場所をさす用例が一番多かったが，方向や側をさすこと
ができるのはこの類だけである。
　コレ…がものをさすぼあいや，ココ…が場所をさすばあいとくらべて，コ
チラ…はものであっても，場所であっても，対立する一方であるというニュ
アンスが含まれているようにおもわれる。
　用例には，コチラは直接的な用法だけで，ソチラ，アチラは文脈的な用法
も多くみられた。
　話しの場は話し手と聞き手が近くにいるぼあいだけにかぎらず，姿がみえ
ないところでもっかわれる。
　方向や側をさすときには身ぶりによる何らかの表示があるが，場所をさす
ときには身ぶりなどをともなわないものが多い。
　コチラとコッチは言い方のていねいさによるちがいとみて，ここではおな
じにあつかった。以下，話しことばでよくつかわれているコッチのほうで説
明する。
4．1場所をさすばあい
　コッチ・ソッチ・アッチが場所をさすぼあい，ココ・ソコ・アソコが場所
をさすぼあいと同様，話し手，聞き手からの距離の遠近によってあらわすば
あいと，話し手と聞き手を対立させてとらえコッチ・ソッチを自称・対称と
してあらわすぼあいの二つがある。
　場所はくぎられた場所もくぎられないひろい場所もさすことができる。
　コッチ，ソッチ…でしめされる場所は，部屋，家，会社，寺，船，自動車
の座席，道路，町，島，線路…などである。
4．1．1話し手，聞き手がいる場所，およびそこからの遠近関係によって，コ
　ッチ・ソッチ・アッチが近称・中称・遠称になるばあい
　話し手と聞き手がいる場所をコッチ，それよりすこしはなれたところをア
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ッチであらわす。中称としてのソッチの用例はなかった。話し手が指さす場
所をコッチやアッチでいうこともある。
チー1　ドアを開けて入って来る女中。つづく少年と少女。「こちらでございます。．
　　　すぐお食事をお持ちしますから，どうぞごゆっくり」と去る。［遊び］
チー2　機械がフル回転している工場の中。～梅太郎，慌てた様子で駆け込んで来る。
　　　　「博さん，あんたのお父さんがね，今とらやさんに来てるよ」「え？親父がで
　　　すか」「うん，旅の途中らしいんだけどね，立派な挨拶されて，俺汗かいちゃ
　　　つたよ。こっちはいいからさ，行ってあげなよ」［男はつらいよ］
チ～3　鉄平の家　瞳い中に慧雲が｛守んで，鉄平を偲んでいるが，入の気配に誼、り向，
　　　く。t・v「あちらに供養膳をご用意しておりますので，どうぞ」　「いや，私もそ
　　　ろそろ，帰京致さねばならないのですが，なんとなくこちらへ足が向いてしま
　　　いまして」［華麗なる～族］
チー4　或る部屋の前に行員立止まり，扉を開いて，北を待つ。「こちらです。ここ
　　　でお待ちいただくように，との事でした。」一輝，部屋に入る。簡素な応接間
　　　である。［戒厳令］
チー5　　「今朝，急に干葉の親セキの家へ行こうっていいだして…それで家を出たん
　　　です。でも…千葉に親セキなんてないんです…。それで…途中で降りて，お酒
　　　を飲んで色々歩いたんですが，最後にこちらのお宅へ…」［戒厳令］
チー一　6　　「豊年振りだべ，玄二」「ウン，もう十年ぐらいになるかな」「ちょっと手紙
　　　でもよこせば，トリの一羽もつぶして待ってたものを」「仕事の都合で，急に
　　　こっちへまわったもんでな，ミヤゲも買えなんだ」［宵待草3
チーフ　　「じゃあ，今窟，こちらへお招きあずかったのは，そのお話ですな」　「その
　　　点については，こんなところでもなんですし，是非共さしでお話させて戴き度
　　　いとおもいましてね」　大介，綿貫をうながすと，床から座敷へ入る。［華麗な
　　　る一族3
チー8　　「机置くところ，きまりましたか？」「やっぱり，こっちにする」「窓ぎわで
　　　いいんですね」［妹］
チー9　「こんな所で，何をしている？」「皆様のお慈悲を頂いております。」「しか
　　　し，ここは誰も遜らないだろう？」…「向こうへ行け。あっちの方が，もっと
　　　入が譲る。」［戒厳禽］
チー8，9の用例は，場所としてさすぼあいには多分指さしがあるだろう。
4．1．2話し手と聞き手を対立させ，コッチ・ソッチ・アッチが自称・対称・・
　他称になるばあい
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　話し手のいる場所をコッチ，聞き手のいる場所，または聞き手に近い場所
をソッチであらわす。コッチの用例のばあいは，話し手の存在場所をあきら
かにして聞き手に自分の方にくることをうながす用例が多い。指さしなどの
身ぶりはなくてもよい。チー15，16は互いに姿がみえない場所での会話であ
る。
チー10　「おい坊主，中へ入れ！」「いやだ！～「（ふいに，きびしく怒鳴る〉そんな
　　　ところへ突っ立ってると，人目につくじゃないか！　こっちへおいで，ぐずぐ
　　　ずしないで」［田園に死す］
チー11　「こっちだよ，こっち　こ階の八こ口！」　戸瞬が階段の踊場から叫んでい
　　　る。［人間革命〕
チー12　竜造，ほっとしたような表情で，「さあ博さん，こっちへおいでよ」　博，
　　　座i数に上ると両手をつく。［男はつらいよ］
チー13　小野識，波長をレンジー杯にし，VLFで巽丸の結城を呼ぶ。「今，そちら
　　　の海水の異状震動を感じたか？」〔日本沈没］
チー14　明るくなった窓の外に，早蕾が立っている。清，あわてて起き上る。「そっち
　　　に坐っていい？」「あ？ああ」早苗，助手席に坐る。［八月の濡概た砂］
チー15　阪神特殊鋼・専務室　「申しわけありません。しかし電話では何ですから，
　　　心すぐそちらへお伺い致します」　阪神銀行・頭取室　「来ても無駄だ。融資
　　　会議の決定に再考の余地はない」　大介，電話を切り，ふと壁の写真を見上げ
　　　る。［華麗なる一族］
チー16　「（電話器を取上げる）ああ，邦枝君か。三村君から山本総理へ伝えてくれ…
　　　皇室：は直ちにスイスへ出発，政府機関はミクロネシアのヤップ島へ退避開始だ
　　　…そう，そう，詳しいことはそっちへ行って話すから…」〔日本沈没］
　次の用例のアッチでしめされる場所は限定されていない。話し手，聞き手
のいる場所以外はどこでもアッチでしめされる。他称としてのアッチとおも
われる。
　アソコが場所をさすばあいは，ふつうは指さしなどの身ぶりをともなうが，
ここでの用法は，隈定されていない場所なので，捲さしはない。
チー17　「うちの子供の教育に悪いからね，（子供に）あっち行きな」子供，ベルを
　　　鳴らして走りすぎる。1女生きてますコ
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チー18　クスッと笑う由美。「（にらみ）あっち行ってろ。（清に）あいつ誰とでも寝
　　　るんだ，どうだお煎」「（由美を見る）…」［八月の濡れた砂］
4．1．3地域をさすぼあい
　地域をさすぼあいは，ほとんどが話し手と聞き手が一緒にいる場面でつか
われていて，コッチであらわされている。
チー19　「まア…いつぞやは」「はい…あの…こちらに…お住いでしたか」「ええ，つ
　　　いこないだから…」［男はつらいよ］
チー20　「…そうですね，もう水俣へ帰れば，その，伝染病だと，こりやもうそうだ
　　　ということになって，われわれ六軒（註，最も初期の患者さんたち）が曲浜
　　　　（の避病院）からこちらに来るとですよ…地禿にもどってくると，バスから降
　　　りると…」［水俣］
チー21　「しかし，こっちの，ソノオ，繊水市内の世論がひどかですよ。境在その世
　　　論に負けて，ソノオ，ふたり，三人，四人ぐらいでしょうかね，認定を受けず
　　　に死んだ人は…一1£水俣］
チー22　「お晩デス，実は，さっき×町の本署から電話があってな，竹鋸，×x銀行
　　　さ強盗が入ってさ，若い男二人と女まで一人入つとってな一」「…1「それが
　　　どうも，こっちの方さ逃げ込んだらしいんだ。ピストル持ってるがら，侮する
　　　かわかんね，×町でも“入殺したらしいな…」£宵待草］
チー23　「零，あんた寒くないの，たいしたもんだねえ。あんたもきたえられてんね」
　　　「うちもこっち来た時，ものすごく寒かったんだよあんた，急に．寒くなってさ」
　　　［極私的エロス］
　次の例は話し手の行く先をあらわしている。特定の場所にむかっていく途
中である。多くはコッチであらわされる。この用法のばあい，身ぶりなどの
表示はとりたててないが，話し手が歩くことで表示されているといえる。
チー24　　「どうぞ，こちらへ（案内する）。」～「（再び歩き始め）どうぞ，こちらで
　　　す。」　長い廊下である。行員と一輝，ゆっくり歩いている。〔戒厳令］
チー25　哲郎は，～右手の建物へむかい気負って大股にあるいていく。志乃，その後
　　　を追いかけ，「あの，ここは，弟の仕事場なんです」N「箒をつくってますの，
　　　こちらへどうぞ」　志乃についてコートを脱ぎながら，神殿の階段をのぼる哲
　　　郎。［忍ぶ川コ
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チー26　「いらっしゃいませ。御休憩ですか！「はあ…」「さ，どうぞ。どうぞこちら
　　　へ」「此処でいいわ」［約束］
チー27　「ちょっと，ム1・ちへ棺を運んできまずから」「なぜでございますか」～「申
　　　をみせてあげますから，ちょっと借りたいんです」［わが道］
次は文学作晶の用例カードであるが，謡し手の行く先をあらわしている。
チー28　「お前にちょっと話があるのよ」と言った。「お茶をいれてあげるから，あっ
　　　ちへ来なさい」　冷たい廊下を，ナイロンのうすい鞭芋をはいた足の爪先を反
　　　らしながら，理枝は母のあとについて，茶の間にはいった。［四十八歳の抵抗3
4．2ひとをさすばあい
　コッチ・ソッチ・アッチがひとをさすぼあいは一，二，三人称すべてをさ
すことができる。（ただし，用例カードには直接的な：用法のアッチの使用例
はなかった。）話し手と聞き手が互いに姿がみえない場所にいるばあい，コ
ッチは話し手自身のことしかあらわせないが，話し手と聞き手が近くにいて．
互いに相手の姿がみえる場所にいるぼあいは，コッチは話し手も聞き手も第
三者もあらわすことができる。三人称をさすばあい，指さしなどの身ぶりを
ともなうこともある。
○話し手自身をさす［コッチ］
チー29　「つきあいをお断りしたいのはこちらですよ。どうぞどうぞ警察にだろうが
　　　i郵便局だろうが訴えて下さい，はい」〔女生きてます］
チー30　「どうもすみません遅くなりまして，こちらからお詑ぴの電話をしょうと思
　　　いながら」〔男はつらいよ］
チー31　「おい，こっちは毎ヨジャリを積んでダンプをぶっとばしてるんだ，涌でも
　　　飲まなきゃどうしょうもねえや。」［遊び］
チー32　「さあもう帰ってくれ，こっちは忙しいんだ。帰れよ！帰れよ！」二人を追
　　　い出しにかかる。［やさしいEi本人］
チー33　「知ってることは全部話す。むろんこちらからもデータは全部出すよ。兄貴
　　　夫婦の家がすぐ近くにあるんだ」£痢
チー34　「オヤジだって東京でデタラメやってんだ。こつちゃ生き死にのモンダイだ
　　　からな，…」〔わが道］
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チー35　「反対に，こちとらは，侮もしゃべくったり，書いたりしねえかわりに，や
　　　る事をやるだけだ。」［宵待草］
チー36　「よくありますね，そう言うことは，こちとらカラヅケツで腹空ってるから
　　　魚焼くにおいが垣根こしにプーンときて唾が出たりしてね」［男はつらいよ〕
○聞き手をさす［ソッチ］
チー37　「もしもし，俺だ，今着いた。そっちはどうなっている…え，夜まで？そけ
　　　やないぜ」［約束］
チー38　「あなた誰？　名前ほ？　何雷ってんだよ，おっことしたのはそっちじゃな
　　　いか」［八月の濡れた砂］
チー39　ブツクサ雷う食堂の主人に大声で凄む。「おかしいなアそっちじゃねえのか，
　　　え？　町内一軒のこらず，お陰で衛生がよくなって助かります，蝿や蚊がいな
　　　くなって助かります。N」［女生きてます］
チー40　「下手をすると，週刊誌のスキャンダルにもなりかねないことを，あえてな
　　　さるのは，何かそちらのご家族は細川家とのご縁組にご不満でもお持ちなんで
　　　すか」［華麗なる一一族］
〇三人称をさす［コッチ，ソッチ］
チー41　　「じゃ，俺は，こっちだ」と女Bの尻を叩きながら出てゆくが～［宵待草］
チー42　別の女中が二十五位の喪服の女を連れて来て，「あのう，こちら昨日お亡く
　　　なりになった方の奥様ですが…」［宵待草］
チー43　「あら，高校生は駄顕よ」「高校生じゃねえよ，もう」「そちら，清くんのこ
　　　と」［八月の濡れた砂］
4．3藥國をさすばあい
　コッチが話し手の属する集団，あるいは聞き手をも含めた集団をさすぼあ
い，話し手と聞き手が近くにいる場面でも，互いに姿がみえない場所にいる
場面でもつかわれていた。用例カードでは聞き手の属する集団をさすソッチ
の用例はなかった。指さしなどの身ぶりはともなわない。
○話し手が属する集団［コッチ］
チー44　こちら非常災害対策本部　長目をお願いします。［日本沈没］
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チー45　どちらへおかげですか？　こちら104ですよ。〔やさしい日本人］
チー46　部数？　それは紙の問題もあるから，こちらで検討させていただいたうえで，
　　　～［人闘革命］
チー47　「常務のポストは用意してくれましたか？」「こっちはいつでもいいよ」［華
　　　麗なる一族］
チー48　こちら竃世観測所，一時二十七分，八合醸付近より噴火を始めました。［N
　　　本沈没］
チー49　転げ出る三人を四方から押し包むように近づく黒木たち。～「では，その娘
　　　をこっちに渡してもらおう，そうすれば，さっきの敵前逃亡も水に流そう」
　　　［宵待草］
○話し手，聞き手の属する集団［コッチ⊃
チー50　こちらでは極秘にしていても，いずれ海外から二　・・　・一スが流れてきて，国内
　　　は騒然となる。［日本沈没］
4．4ものをさすばあい
　コッチ，ソッチがものをさすぼあいは，コレ，ソレがものをさすばあいと
岡じく，物理的に存在する具体的なものをさししめす。ただし，コレ，ソレ
でさしうるものをすべてコッチ，ソッチでさせるわけではない。さすものの
ほかに岡三のものがあって，それとの比較を書外に舎んだもののさし方のば
あいにコッチ，ソッチをつかうようである。ふつうは，指さし，あるいは，
そのものをもちあげるなどの身ぶりをともなってつかわれる。
　話しの場は，話し手と聞き手が近くにいて互いに姿がみえる場所にいると
きにかぎられる。
○話し手や聞き手がもっているか，ふれているもの［コッチ，ソッチ］
チー51　「（プレスシートを二枚取出し）これが朝霧，こっちが男の街，大体の筋書が
　　　出ていますがね」［砂の器］
チー52　「（書類を差し出し）これが上大崎時代…こっちが現在の原価計算です」［人
　　　間革命］
チー53　少年，将棋盤をにらんで考えこんでいる。　「どうすすめたらいいかわからな
　　　くなってしまった」「王が動けばいいんだよ」「角道だもの」「産だよ。そっち
　　　　　　　　　　　　　　　　一44一
は右だ。おまえの君がおれの左になってるんだ」「あ，これだな」　少年，一一
駒，動かす。［田園に死す］
tO話し手の近くにあるもの〔コッチ］
．チー54　「N，今のとこ，準備発了ね，子供が出始めたらお湯どんどんわかし始め
　　　て」「また，さらにわかすのね」「こっちの方に，タライの方にいるからね，そ
　　　れもあまり急がなくてもいいよ，湯わかし器あるでしょ，あのお湯で」〔極私
　　　的エロス］
チー55　スキ焼き鍋が二つグツグツ湯気を上げている。～「みんな遠慮なく。おれは
　　　こっちだよこっち…幾江，コップにしてくれ」　コップを受け取ると，霞分で
　　　ゴボゴボ酒を注ぎ，～〔人問革命］
次の用例はひろい面積をもつものである。場所的である。
チー56　　「片岡君，　（プラスチック・スクリーンを指さし）こっちにもうちょっと広
　　　い地域，西太平洋から東南アジア全域のものが写せるか」　片岡がスイッチを
　　　いれ，プラスチック・スクリーンに，B本列島を中心にジ小笠漂，仲縄，台湾，
　　　フィリッピン，朝鮮半島，沿海州の一部までのものが写る。泊本沈没］
4．5ものごとをさすばあい
　コッチ，アッチがものごとをさすばあい，話しの場は話し手と聞き手が近
くにいるぼあいにかぎられている。直接的な用法においては話し乎だけに関
．連したものごとをさすことはなく，聞き手をも含めた場面でなりたつ出来事，
状況をさししめす。
　旛さしによる身ぶりをともなう用例もあった。
　ものをさすぼあいと同様，、同類のものごととの比較を心外に含んださし方
である。
○出来事，状況をさす［コッチ，アサチ］
チー57　「～，実は，この件で，警視庁は既に第三銀行N本橋支店を内偵しはじめた
　　　そうですよ！■…「明Bの朝刊まで大車輪になりそうだ…（ドスを利かせて）だ
　　　けど伊佐早牛，こっちが終ったら，阪神銀行さんの方も徹底的に洗わしてもら
　　　　　　　　　　　　　　　　一45一
　　　うよ」［華麗なる一族］
チー58　その時，二階から三味の音が聞こえてくる。「なかなか粋だなや」学生Aは1
　　　道化て，上を指し，「おら，あっつの方がいいな，先輩2「こいつ…」［忍ぶ川｝
4．6方向をさすばあい
　方向をさすぼあいは，コッチ，アッチがあった。
　コッチの用例は，ほとんどが話し手の方をむかせるばあいにっかわれてい
た。アッチの用例は，話し手が指さすある特定の方向をあらわしていた。こ
のように話し手と聞き手が近くにいるばあい，話し手からはなれていく方両
をあらわすときは，どの方向についてもふつうはアッチがつかわれやすい。
しかし，指さしによる身ぶりがあれぽ，アッチだけではなくコッチでもソッ・
チでもいえるのではないかとおもわれる。
　シナリオの用例カードではないがつぎのようなものがあった。
チー59　　「あなたはあっちへいらっしゃい，あたしはこっちへ行きますわ。お互いに
　　　後を振向かないことにしませうよ。」～行介は北を向いて京橋の方へ，素子は．
　　　南を向いて薪橋の方へ歩き出した。［波］
また，次のような会話がなりたつのではないだろうか。
チー60　「このへんではお霞さまはどっちからでるの？」「あっち（そっち，こっち〉
　　　からだ。」［作例］
チー61　「あの人どこへ行った？」「あっち（そっち，こっち）の方へ行ったよ。」
　　　酢例］
話しの場は話し手と聞き手が近くにいるばあいだげだつた。
指さしなどの身ぶりはある特定の方向をさすぼあいには必要である。
方向には大きくわけて次のような二通りの方向がある。
1．さししめされる人，もの自体がとる方向
　これにはさらに，③入，ものがむく方向と⑤人，ものがうごく方向があるひ
2．話し手または聞き手からみたものの方向
　　　　　　　　　　　　　　　一46一
　1のようにさししめされる人，もの自体の方向ではなく，話し手または聞
き手との関係によってはじめて生じる方向である。
・○さししめされる人，もの自体がとる方向一㊥人，ものがむく方向
チー62　「ハイ，それでは，撮らぜていただきましkう…，花嫁さん，こちらを向い
　　　て下さい。～」［妹］
チー63　少女，顔に汗を浮かべ，足許を集配らステップを踏んでいる。「足を晃ちゃ
　　　駄目だってば…§線はこっち」　照りつける太陽の下で踊る二入。［旅の重さ］
チー64　「ピントも合っていますからね」　「へいへい…これでよしと，じゃいきます
　　　からね，みんなこっちみて」　一同，姿勢を正す。「（カメラを覗きながら）じ
　　　ゃ写しますよ…ハイ，i笑って」［男はつらいよ］
・○さししめされる人，もの自体がとる方向一⑤人，ものがうごく方向
チー65　再び映画が始まり，大西洋の中央海嶺。その中央海嶺へ湧き上がってくるマ
　　　ントル。　　「ここが下から熱くなったマン1・ルの上がってくる所です。上がっ
　　　てきたマントルはここでこんなふうに…こっちとあっちに分かれるから…J
　　　くっついているヨーロッパと北アメリカ，アフリカと南アメリカがその中央海
　　　嶺の線で右と左に別れ始め，次第に一離れていく。［日本沈没］
○話し手または聞き手からみたものの方向
チー66　ヤブをかいくぐってポコッと山の頂上葦こ爾る三人。眼下に拡がる日本海一
　　　その海面が，朝焼けに輝いている。「わ一きれい」　「あの辺が溝州かな？」「い
　　　や，もっとあっちだろう」［宵待草］
チー67　「坊主！　どこへゆく！」「あっち！（と雷って，ハッと思いかえして）こ
　　　こを女の人通らなかった？」傭圏に死す］
チー68　少し遅れて五・六入の警官が，手に乎に，拳銃やサーベルをかまえて，繊て
　　　くる。仮眠していたのか，ろくに制服を着ていない者もある。警官の一人の肩
　　　さきからは鮮血がほとばしっている。「追え！！」「あっちだ！」　「逃がすな！！」
　　　［霧待草］
　場所と方向はわけがたいばあいもある。はっきりとした行く先があるばあ
い，たとえばチー24～27のような例では場所のカテゴリーにいれた。聞き手
一47一
にむかって「こっちにこい」といったばあいのコッチは翻し手のいる場所を
あらわすが，「蔓つちに三歩こい」といったばあいのコッチは話し手のいる
方向である。
4．了側（がわ）をさすばあい
　対になっているものの一方をあらわす「がわ」にはコッチ，ソッチがあっ
た。身体のがわをあらわすぼあいと，話し手や聞き手に近いがわ，あるいは．
遠いがわをあらわすぼあいがあった。
　指さしなどの身ぶりをともなってあらわされる。
　聴しの場は話し手と聞き手が近くにいるばあいにかぎられる。
　次のチー69の用例で身体の一方のがわをあらわすぼあい，左，膚どちらで
あっても話し手のさししめすがわであれぽコッチでいいあらわされる。この
用例は癒し手自身の身体であるが，聞き手の身体であっても話し手がさわっ
ていればコッチでいいあらわされるとおもわれる。
○身体の一方のがわ［コッチ］
チー69　ねり，ぎごちなく左の腕をなぜる。「こっちの肩だったわ，体当りしたの…」
　　　［妹］
○話し手や聞き手に近いがわ，あるいは遠いがわ［コッチ，ソッチ］
チーフ0　「水割りのお代りを渡したきり，二人でズウーッと話込んでいた…いや，
　　　（今西を抱差し）向うの男が（吉村を詣差し）こちらの若い男へ，熱心になに
　　　か話込んでいた」£砂の器］
チーフ1　当時の状況をそのまま再現している。　「注文の水割りをテーブルの上に逐い
　　　て，それから坐ろうとした」　「ハイ，そしたら話があるから，向うへ行ってく
　　　れ」　「それは若いほうが言ったンだね」　「ハイ，こっちの人です（吉村を指差
　　　す）」［砂の器3
チーフ2　「どんなことを話していたのかは，そことここの間だろう」　「それが…有線
　　　のレコードをかけておりましたし，話声もあまり高くはないし」「じゃ，（今西
　　　を指差し）そっちの男が熱心に話しかけている，その二人の様子はどんな間柄
　　　に兇えたかね。商売上の取引とか，友達同士とか」［砂の器］
一48一
次の臨画はコチラがわで人のあつまりをあらわしている。
チーフ3　「陛下は，どうお考えになると思います？」　「うん…。もしかしたら，陛下ト
　　　は何もお考えになっておられないかもしれない…。そんな事を考えてみた事は
　　　ないかね，考えているのは，むこう側とこちら側で，陛下はただ黙ってそこに
　　　おられるだけなのかもしれないと…。」［戒厳倉3
　次のソッチであらわされるのは荷物かもしれない。場面の状況がはっきり
しない。一一maの荷物を一人でもてぽ「もの」，一三の荷物を二人でもてば片
一4福ﾌ「がわ3になる。
チーフ4　「そんなにあるのかい，荷物」「（次々に荷物を運び込み乍ら）～済みません，
　　　とうさん，そっち持って頂だい」　ぼんやり聞いていた金沢，仕方なく荷物に
　　　手をかげる。〔女生きてます］
5　まとめ
［話しの場］
　話し手と聞き手によってつくられた会話の場面には，話し手と聞き手がお
なじ場所にいるぼあいと，話し手と聞き手が溺の場所にいるばあいとがある。
　話し手と聞き手がおなじ場所にいるばあいの話しの場は，話し手と聞き手
を含む一つの隈られた空間からなりたっていて，互いに相手の姿をみること
ができるぼあいである。たとえば，ある建物の中，建物の外，道路上などで
の会話である。
　○　（印をつけた地翻と，手榴弾らしきものを渡す）これを持ってゆけ。［戒厳令］
　○　室の隅で背を向けて立っている少女に，　「こっちへ来いよ」［遊び］
　○　「足を見ちゃだめだってば…霞線はこっち」照りつける太陽のもとで踊る二人。
　　［旅の重さ］
　○　「これが洲崎嬌」志乃は，～石の欄干を，なつかしそうに手のひらでぴたびた
　　囎く。［忍ぶ川〕
　話し手と聞き手が洌の場所にいるぼあいは，話しの場が話し手と聞き手の
それぞれを中心とする二つのはなれた空闇からなりたっていて，互いに相手
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の姿をみることができないぼあいである。この話しの場は電話による会話が
典型的である。また，今國はシナリオの会話文を調査の対象にしたのでとり
あげなかったが，手紙の文などもここにはいるだろう。
　○　「つきあいをお断りしたいのはこちらですよ。どうぞどうぞ讐察にだろうが郵
　　便局だろうが訴えて下さい，はい」竜子，ガチャンと受話器を置く。［女生きて
　　ます3
　0　志乃，辺りを冤まわし手紙を開いてみる。哲郎の声「…深川でいいそびれた，
　　私のきょうだいのことを，ここにしるします」［忍ぶ川］
　具体的なものをさすときは，話し手と聞き手が互いに相手の姿をみること
ができる話しの場でなければ会話はなりたたないであろう。しかし，場所を
さすときは，話し手と聞き手が別の場所にいるばあいでもなりたつ。話し手
と聞き手が近くにいて，目でみえる遠い場所をさすばあいは，アソコといえ
るが，話し手と聞き手が溺の場所にいるばあいは，同一場所をみるわけにい
かないので，原則として，アソコはあらわれない。ひとをさすとき，相手の
姿がみえるばあいと，みえないばあいとでさすひとがことなることがある。
たとえぽ，姿がみえるばあいの「コッチ」は，話し手自身のこともさすこと
ができるし，第三者をさすこともできるが，姿がみえないぼあいでは，話し
手自身のことしかさせなくなる。「アレ」でひとをさすとき，話し手と聞き
手が互いに姿がみえるばあいであれば，その場にいる第三者をさすことがで
きるが，姿がみえないばあいであれば，話題中の入物をさす文脈的な用法で
しかつかえない。また，方向をさすときは，互いに姿がみえるばあいでなけ
れば，そのさす方向がわからなくなる。
　話し手と聞き手が同じ場所にいるばあいの話し手と聞き手の「むきあい方」
には，たとえば，将棋をさしている場面での会話のような互いにむきあって
いるぼあい，車の中で運転席と助手席に話し手と聞き手が横にならんでe司一一一
方向をむいているばあい，一頭の馬にのっているような場面での話し手と聞
き手が前後になって同一方向をむいているばあいなどがある。
　○　少年　将棋盤をにらんで考えこんでいる。～「王が動けばいいんだよ」　「角道
　　だもの」　「左だよ。そっちは麿だ。～」［田園に死す］
　　　　　　　　　　　　　　　一se一
　○晴美が～雄の手を引っ張って近づく。ウインドウの中の蓉広　「わあステキ，
　　あれ一一雄さんにピッタリね」［狭山の黒い雨］
　〇二入が，馬に乗って，ボクボク行く。Nしのが突然叫ぶ。「見て，あれ！！」
　　［宵待草］
　ある場所をソコといったとすれば，互いにむきあっているぼあいには聞き
手のいる場所をさすだろうし，同一方向をむいているばあいには話し手と聞
き手からすこしはなれた前方をさすだろう。
　○覗き窓から12暑鍔をうかがう曾我看守。～「期限は来てるんだぜ。そこでもう
　　二度といざこざは起こしませんと遥いつくばってお願いしろ。出してやらんでも
　　ない…j£女囚701号さそり］
　○広縁に立ち，障子を開け放つ。芦の湖を為渡す広大な庭に逸品の石が二つ並ん
　　でいる。「鞍馬石は，そこのつつじの寄せ植えの間に置きましたよ。J［華麗なる
　　一族］
　かつて，筆者が「コ・ソ・アの指示領域について」　（国立国語観究所報告
71『研究報告集（3）』1982年3月発行）で結論づけているように，上記の例
は，聞き手のいる場所をさすぼあいには対称としてのソコであり，同一方向
をむいているばあいのすこしはなれた前方をさすばあいには中称としてのソ
コである。ただし，今畷の報告はさすもののカテゴリーに主眼をおいて分類
したので，上記のような用例は一括して「場所をさすぼあい」としてある。
〔コソアによってあらわされるもののカテゴリカルな牲格］
　コソアド代名詞がものやひとや場所をさすことができても，ふつうの名詞
であらわされるすべてのものをさししめすことができるとはかぎらない。た
とえぽ，抽象的な名詞である関係や属性，概念などをあらわすぼあい，コソ
アド代名詞でいいあらわすことはできない。そのばあい，コソアド連体詞に
抽象的な名詞をくみあわせていいあらわす，というように，ふつうの名詞で
あらわされるものにくらべてコソアド代名詞は一定の等等があるようにおも
われる。
　つぎの表は，コソアド代名詞がさすものとコソアド連体詞にかざられる名
詞のカテゴリーを量的に比較したものである。
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○印は用例があるもの，◎印は用例が多いもの，
△印はJiEi例が少ないもの，空欄は用例がなかったもの
コソアド連体詞コソアド代名詞
?﹈「?コウシタソウシタ
アアシタ
??
???????ィ? ????コウイウーー
ソウイウー
アアイウー
コンナー
ソンナー
アンナー
…＝
??????コチラ
ソチフ
アチラ
??????? ??ィ????????
△
????
△
??
○
??????????????
???
??????
?????
????? ??
△
????? ??????? ?????? ?． ?
　上にあげた表のように，コソアド代名詞のさすものは，一言でいえば，「具
体的な，個別のもの，ひと」である。コソアド連体詞にかざられるものは，
「抽象的な，一般化されたもの」である。
　コソアド代名詞についてさらにくわしくみると，コレ（ソレ，アレ）は具
体的なものをさす用例が一番多く，その他には，ひと，ものごとなどをさす。
コイツ（ソィッ，アイツ）はひとをさす用例が一番多く，その他には，もの，
ものごとなどをさす。ココ（ソコ，アソコ）は場所をさす用例が一番多く，
その他には集団や，ものの箇所をさす。コチラ（ソチラ，アチラ）はさすこ
とのできるカテゴリーが他の三つにくらべて多くの種類にわたっている。そ
の中では場所をさす用例が一番多いが，もの，ひと，集団のほかに，他には
みられない方向，あるもののがわなど独特のカテゴリーに属するものをさし
ている。
　なお，絵，写真，住所をかいた紙切れなど反映物のばあいは，その物理的
な存在としての「もの」のカテゴリーと，反映されているもののカテゴリー
がちがうことがある。たとえぽ，Fコレはおかあさんの写真です」というば
あいの「コレ1は物理的存在としては「もの」をあらわしている。「コレは
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おかあさんです」というばあいのコレは反映されたものとしては「ひと」を
あらわしている。このことは「場所」を反映する作品のばあいにすこし複雑
な様縮を呈する。たとえば，住所をしめした紙をみせて，「スイスのアドレ
スはここですから」というばあい，それに「ココ」がっかわれているのは，
それが場所を反映しているからであるが，そのさしかたはものをさすぼあい
とおなじである。また，地図や地形の摸型のばあいには，地図や模型そのも
のの箇所をしめすものとしての「ココ，ソコ，アソコ」と場所を反映したた
めの「ココ，ソコ，アソコ」とが出てきたりする。さらに，「ひと」をさす
ぼあいのコレ，ソレ，アレ，コイツ，ソィツ，アイツは話し手，聞き手以外
の三入称のひとをあらわすが，コチラ，ソチラは三人称だけではなく，一，
二人称をあらわすことがあるというふうに，おなじカテゴリーであっても，
単語がちがえばあらわすものがちがうことがある。
［身ぶりによるさししめしの性格⊃
　話しの場においてコソアドで話すとき，撫さし，目での合図などの身ぶり
によるさししめしがあるかどうかをみた。話し手と聞き手が岡じ場所にいる
場面においては身ぶりによるさししめしがあることが多いといえるが，ト書
きが完全であるとはいえないシナリオからの採集カードであるため不明なも．
のも多い。
　○　 「…（手紙を評し）何と書いてあるの，それには？j［妹］
　○　それに，あすこの（アゴをしゃくる）部落の者が犯人だっていう噂が流れてる
　　の，聞かれましたか。［狭由の黒い爾］
　さすものによっても，身ぶりのありなし，さし方にちがいがある。コレ，
ソレ，アレがものをさすぼあいには，ふつうは指さしなどの身ぶりをともな
う。特に，対立するものをほとんど同時にさすばあいには指さしだけではな
く，そのものにふれたり，もったりすることでさすものをきわだたせるはた
らきをするようである。
　○　「そうか，腹へってるのか，じゃこれ食うかい（と菓子を出す）」［女生きてま
　　す］
　　　　　　　　　　　　　　一53一
　○　（書類を差し出し）これが上大崎時代……こっちが現在の原価計算です。薮人間
　　革命］
　話し手と聞き手がそぼにいてコチラ，ソチラ，アチラで方向をしめすばあ
’L・には，どの方向についても指さしが決定的なやくわりをはたす。つまり，
話し手によって指さされた方向はどの方向であってもコチラ，ソチラ，アチ
ラといえるのである。
　コチラ，ソチラが一人称または二人称をさすぼあいや，ココ，ソコが話し
手，聞き手のいる場所をさすぼあいなど，また，さすべきものが具体的なも
のでない現象などのようなものには，身ぶりによるさししめしはないのがふ
つうである。
　さししめしのし方は指さしがもっともふつうであるが，そのほか，もって
いるものをさしだす，指でサインをする，視線をめぐらす，あごをしゃくる
…などいろいろな脅ぶりによるし方がある。
　最後に，さししめしと所属物の関係についてふれておかなけれぽならない。
　ふつう，話し手のなわぽりに属するものはコ系，聞き手に属するものはソ
系であらわされる。しかし，つぎの例のように，（a）話し手の体や装着島，
携帯品に聞き手がふれているぼあい，（b）聞き手の体や装着品，携帯贔に話
し手がふれているばあい，には，そのさされるものが，だれに所属している
かということよりも，だれが手をふれているかということのほうがきめてに
なる。
　（a）例　少女，木村の頭髪を拭き始める。「ええよ，そこは…ええがな，髪が薄
　　　　　うなる」［旅の重さ］
　（b）　例　少女の葺のうしろにひっかき傷が血を滲ませている。　「あ…ここ…魏が
　　　　　…」　指先で傷に触れようとする。［旅の重さ〕
［コソアの対立のシステム］
　コ・ソ・アの各系はそれぞれ他と関係なく存在するのではない。他の系と
どのように対立しているか（系と系との対立）をみた。系の対立のし方には，
㌔・ろいうなぼあいがある。
君話し手と聞ぎ手が周じ場所にいるばあい
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　◇　コ系とコ系の対立
　　○　　（プレスシートを二枚取り出し）これが朝霧，こっちが男の街，大体の筋書．
　　　が出ていますがね。［砂の器］
　　○　　（上着の内ポケットから，絵葉書を二通取り出す）これが琴平，これが伊勢
　　　からです。［砂の器］
　◇コ系とソ系の対立
　　○　どんなことを話していたかは，そことここの閾だろう。〔砂の器］
　　○戸曝，チH一一クを取り上げ，黒板に大きく「犬」の字を書く。「～（取り澄
　　　まし）さ，犬だ，ほしい者は持ってゆけ！」「先生，それは字じゃないですか」
　　　～「ハ一一ハハ，そうだよな，これは本当の犬じゃない。～」［人間革命］
　◇コ系とア系の対立
　　○上がってきたマントルはここでこんなふうに…こっちとあっちに分かれるか．
　　　ら…　〔田本沈没］
　　○　やめたあ，ハハハ，あっちよりこっちがいい一一っ！［極私的エロス］
口話し手と聞き手が携の場所にいるばあい
　◇コ系とソ系の対立
　　○　　「～どうしてそんなとこにいるのよ…3　「～なに，迷惑をかけてる？冗談じ
　　　やねえよ，迷惑はこっちの方だよ，俺だって次々仕事がまっているのをやりく
　　　りつけて年寄りの稲手してやってるんじゃねえか…」［男はつらいよ］
　　○　しかし電話では何ですから，延すぐそちらへお伺い致します。［華麗なる一・
　　　族］
　◇コ系とソ系とア系の対立
　　○　小野寺「今，そちらの海水の異状震動を感じたか？」　結城「ちょっと待つ
　　　てくれ」その声はブツブツガリガリしている。（中略）　小野寺「（瞬所へ）降
　　　りると危ないのでこのまま進みます」　田所「ああ，いい…トレンチはあの泥
　　　雲の前でなくなっている。このまま真直ぐでu　小野毒，艇を醜進させ始める。．
　　　…［日本沈没］
［人称］
　人称とは話し手，聞き手，第三者の区甥である。コソアドではよく話し手
のなわばり，聞き手のなわばりが問題になるが，これらは話し手そのもの，
聞き手そのものとは別の概念である。謡し手のなわばり，聞き手のなわぽウ
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はいずれも話し手，聞き手以外の第三者に属するものである。これを混同し
ないために入称という概念を導入した。ただし，この報告ではコ・ソ・アが
ひとをさすぼあいにかぎって人称を明記した。
E］話し手（一入称）
　　○泣かんでよ。こっちまでが悲しゅうなる。〔旅の重さ］
　　○　どうもすみません遅くなりまして，こちらからおわびの電語をしょうと思い
　　　ながら。［男はつらいよ］
□聞き手（二人称）
　　○　あなた誰？　名前は？　何心ってんだよ。おっことしたのはそっちじゃない
　　　か。［八月の濡れた砂］
　　○　下手をすると，週刊誌のスキャンダルにもなりかねないことを，あえてなさ
　　　るのは，何かそちらのご家族は細川家とのご縁組にご不満でもお持ちなんです
　　　か。［華麗なる一族］
□第三者（三人称）
　◇ひとをあらわすぼあい
　　○悪いけど，俺，しばらく休暇もらったよ。これが俺の新しい女房だ。［田園
　　　に死す］
　　○　さくら，こいつらの分も払つといてやれよ，どうせロクな給料もとってねえ
　　　んだろ。［男はつらいよ］
　◇ひと以外で話し手のなわばりをあらわすばあい
　　○　少年更に．コカU一うの瓶を少女におしつけ，　「食いすぎてのどが乾いたらよ，
　　　こいつを飲みな。」〔遊び］
　　○　朝の七難に下田を出たんだけど！　ここまで来たら！［日本沈没コ
　◇ひと以外で聞き手のなわばりをあらわすばあい
　　○　そう，そう，詳しいことはそっちへ行って話すから…f臼本沈没〕
　　○　「（けろっとして）おばさん，それ，とってもきれい」少女の美しい沼が竜
　　　子の胸のペンダントを見つめる。〔女生きてます］
6　資料
資料として，シナリオ作家協会編『年鑑代表シナリオ集』1971～1974年に
　　　　　　　　　　　　　　　一56一
おさめられたもののうち，つぎの24作品から用例を採集し，使用した。この
億かに，文学作品から採集した用例もおぎないとして使用した。
　1971年…やさしい日本人，水俣一患者さんとその世界，碗という女，女生
　　　　　きてます，八月の濡れた砂，遊び，男はつらいよ一寅次郎恋歌
　1972年…約束，忍ぶ川，女囚701暑一さそり，旅の重さ
　1973年…戒厳令，入間革命，時計は生きていた，狭霞の黒い爾，津軽じょ
　　　　　んがら節，譲本沈没
　1974年…華麗なる一族，極私的エロス・恋歌1974，妹，わが遜：，砂の器，
　　　　　宵待草，田園に死す
補注）
　小論は，言語体系研究部第一研究室において，鈴木が，当時の室長（のちに部長）
高橋の指導のもとに，調査をし，分析をして，まとめたものである。1977年に「コ
ソアドの記述的研究（1）」を，1978年に願ソアド形容詞と名詞とのくみあわせS
をガリ版ずりで出してから，釘圓かかきなおしていたが，途中，「コ・ソ・アの拙
示領域について3をまとめたりしているうちに時間がたってしまった。今回1977年
のものを土台にして，報告用にかきあらため，活字にすることにした。
　小論の大部分は鈴木が執筆し，高橋が加筆・訂正するというかたちをとってでき
あがったものである。
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